
(57)【要約】

本発明は、病変毛胞を３つの放射線パルスの少なくとも

１つ、好ましくは２つまたは３つ全てに曝してアクネを

治療する方法を提供する。３つの放射線パルスは、約３

６０ｎｍ～７００ｎｍの範囲の波長成分を有する放射線

パルス（ＰＣパルス）と、約４７０ｎｍ～６５０ｎｍの

範囲及び／または約５００ｎｍ～約６２０ｎｍの範囲の

波長成分を有する放射線パルス（ＰＴＶパルス）と、約

９００ｎｍ～約１８００ｎｍの範囲の波長成分を有する

放射線パルス（ＰＴＩＲパルス）である。照射される治

療部位は、治療の効果を上げるために約３８℃～４３℃

の温度に維持するのが好ましい。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 毛 胞 の 治 療 方 法 で あ っ て 、
　 皮 膚 表 面 の 一 部 分 を 電 磁 放 射 線 の 少 な く と も １ つ の パ ル ス で 照 射 し て 前 記 毛 胞 の 治 療 部
位 を 前 記 電 磁 放 射 線 に 曝 す ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 放 射 線 が 前 記 治 療 部 位 に お け る 細 菌 及
び ／ ま た は 細 胞 に 対 し て 選 択 さ れ た 光 化 学 効 果 を 与 え る の に 適 し た 少 な く と も １ つ の 波 長
成 分 を 有 す る 、 前 記 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 放 射 線 パ ル ス の 照 射 前 及 び ／ ま た は そ の 最 中 に 、 前 記 治 療 部 位 の 温 度 を 約 ３ ８ ℃ ～
約 ４ ５ ℃ の 範 囲 に 維 持 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 に 、 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 放 射 線 パ ル ス
を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 更 に 、 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 約 ４ ８ ０ ｎ ｍ ～ ５ １ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 及 び 約 ６
０ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 少 な く と も 任 意 の １ つ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前
記 放 射 線 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 で 光 感 作 物 質 に よ っ て 吸 収 さ れ る １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る
よ う に 前 記 放 射 線 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 治 療 部 位 が 、 前 記 毛 胞 の 皮 脂 腺 、 皮 脂 管 、 及 び ／ ま た は 漏 斗 下 部 の 何 れ か を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 治 療 部 位 の 温 度 を 維 持 す る 前 記 ス テ ッ プ が 前 記 治 療 部 位 を 加 熱 す る ス テ ッ プ を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 を 加 熱 す る の に 適 し た １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 含 む よ う に 前 記 放
射 線 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 治 療 部 位 を 加 熱 す る の に 適 し た 前 記 波 長 成 分 が 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 範
囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 治 療 部 位 の 温 度 を 維 持 す る 前 記 ス テ ッ プ が 前 記 照 射 し た 皮 膚 部 分 を 冷 却 し な が ら 前
記 治 療 部 位 を 加 熱 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 更 に 、 前 記 電 磁 放 射 線 の 第 １ の パ ル ス 及 び 第 ２ の パ ル ス を 用 い て 前 記 皮 膚 部 分 を 照 射 す
る ス テ ッ プ を 含 み 、 前 記 第 １ の パ ル ス が 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ４ ３ ０ ｎ ｍ 及 び ４ ８ ０ ｎ ｍ ～ ５
１ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 し 、 前 記 第 ２ の パ ル ス が 約 ６ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範
囲 の 波 長 成 分 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の パ ル ス 及 び 前 記 第 ２ の パ ル ス の そ れ ぞ れ が 更 に 、 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０
ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ の パ ル ス 及 び 前 記 第 ２ の パ ル ス を 連 続 的 に 照 射 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ の パ ル ス 及 び 前 記 第 ２ の パ ル ス を 同 時 に 照 射 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 更 に 、 前 記 照 射 中 に 前 記 皮 膚 部 分 に 圧 力 を 加 え る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 加 え た 圧 力 に よ り 、 前 記 照 射 さ れ た 皮 膚 部 分 の 光 学 エ ネ ル ギ ー の 減 衰 が 軽 減 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 加 え た 圧 力 に よ り 、 前 記 照 射 さ れ た 皮 膚 部 分 の 表 面 か ら 前 記 治 療 部 位 ま で の 前 記 放
射 線 パ ル ス の 移 動 距 離 が 短 縮 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 更 に 、 約 １ ミ リ 秒 ～ 約 ２ ０ ０ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 す る よ う に 前 記 パ ル ス を
選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 更 に 、 約 ２ ０ ミ リ 秒 ～ 約 １ ０ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 す る よ う に 前 記 パ ル ス を
選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 パ ル ス が 約 ２ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 パ ル ス が 約 ２ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ２ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 を 前 記 電 磁 放 射 線 の 別 の パ ル ス で 照 射 し て 、 前 記 毛 胞 の 少 な く と も
一 部 の 上 皮 細 胞 の 温 度 を 約 ４ ３ ℃ ～ 約 ４ ７ ℃ の 範 囲 の 値 ま で 上 昇 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 を 前 記 電 磁 放 射 線 の 別 の パ ル ス で 照 射 し て 、 前 記 毛 胞 の 皮 脂 腺 に お
け る 皮 脂 の 生 成 を 低 減 し 、 か つ 角 質 化 し た 細 胞 の 増 殖 を 抑 制 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 更 に 、 約 ４ ７ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 別 の パ ル ス を
選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 更 に 、 約 ５ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 別 の パ ル ス を
選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 更 に 、 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 別 の パ ル ス
を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 毛 胞 の 治 療 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 毛 胞 の 少 な く と も 一 部 の 上 皮 細 胞 の 温 度 が そ の 細 胞 が 機 能 不 全 に な る の に 十 分 な 値
ま で 上 昇 す る よ う に 選 択 さ れ た 波 長 ス ペ ク ト ル 、 継 続 時 間 、 及 び 放 射 エ ネ ル ギ ー を 有 す る
電 磁 放 射 線 の パ ル ス で 前 記 毛 胞 を 照 射 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 放 射 線 パ ル ス が 前 記 毛 胞 に 至 る 際 に 通 過 す る 皮 膚 の 少 な く と も 一 部 を 冷 却 す る ス テ
ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 温 度 の 上 昇 に よ り 前 記 上 皮 細 胞 の 分 裂 活 性 が 低 下 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 更 に 、 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 と な る よ う に 前 記 パ ル ス の 波 長 ス ペ ク ト ル
を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ９ 】
　 更 に 、 約 １ ０ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ６ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 と な る よ う に 前 記 パ ル ス の 波 長 ス ペ ク ト
ル を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 更 に 、 約 １ ミ リ 秒 ～ 約 １ ０ ０ 秒 の 範 囲 と な る よ う に 前 記 パ ル ス の 継 続 時 間 を 選 択 す る ス
テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 パ ル ス が 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ５ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 温 度 上 昇 に よ り 、 前 記 照 射 さ れ た 上 皮 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス が 加 速 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 温 度 上 昇 に よ り 、 前 記 照 射 さ れ た 上 皮 細 胞 が 壊 死 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 パ ル ス を 前 記 毛 胞 の 皮 脂 腺 の 上 皮 細 胞 に 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 パ ル ス を 前 記 毛 胞 の 漏 斗 下 部 の 上 皮 細 胞 に 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 毛 胞 の 治 療 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 毛 胞 に 血 液 を 供 給 す る １ ま た は 複 数 の 血 管 を 、 そ の 血 管 の 機 能 が 低 下 す る よ う に 選
択 さ れ た 波 長 ス ペ ク ト ル 、 継 続 時 間 、 及 び 放 射 エ ネ ル ギ ー を 有 す る 少 な く と も １ つ の 電 磁
放 射 線 の パ ル ス で 照 射 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 パ ル ス が 前 記 照 射 さ れ た 血 管 に 到 達 す る 際 に 通 過 す る 皮 膚 表 面 の 少 な く と も 一 部 を
冷 却 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 更 に 、 約 ４ ７ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前
記 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 更 に 、 約 ５ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前
記 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 更 に 、 約 ０ ． １ ミ リ 秒 ～ 約 １ ０ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 す る よ う に 前 記 パ ル ス
を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 更 に 、 約 １ ミ リ 秒 ～ １ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 す る よ う に 前 記 パ ル ス を 選 択 す
る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 更 に 、 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 総 放 射 露 光 量 を 供 給 す る よ う に 前
記 パ ル ス を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 更 に 、 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ５ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 総 放 射 露 光 量 を 供 給 す る よ う に 前 記
パ ル ス を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 更 に 、 前 記 血 管 の 前 記 照 射 中 に 前 記 放 射 線 に 曝 さ れ る 皮 膚 部 分 に 圧 力 を 加 え る ス テ ッ プ
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
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　 毛 胞 を 治 療 す る た め の 皮 膚 用 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 少 な く と も １ つ の 毛 胞 の 治 療 部 位 を 光 化 学 電 磁 放 射 線 に 曝 す よ う に 前 記 光 化 学 電 磁 放 射
線 の 少 な く と も １ つ の パ ル ス で 皮 膚 の 一 部 を 照 射 す る た め の 放 射 線 生 成 源 と 、
　 前 記 治 療 部 位 の 少 な く と も 一 部 を 加 熱 す る べ く 光 熱 放 射 線 を 生 成 す る た め の 源 と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 の 前 記 照 射 中 に 前 記 皮 膚 の 少 な く と も 一 部 を 冷 却 す る た め の 冷 却 要
素 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 更 に 、 前 記 照 射 さ れ た 皮 膚 部 分 に 結 合 し て そ こ に 圧 力 を 加 え る こ と が で き る 接 触 機 構 を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 接 触 機 構 が 、 約 １ ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 １ ０ ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 圧 力 を 加 え る よ う に 適
合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 源 の 少 な く と も 一 方 が 、
　 広 域 ス ペ ク ト ル を 有 す る 放 射 線 を 生 成 す る ラ ン プ と 、
　 前 記 広 域 ス ペ ク ト ル か ら 光 化 学 波 長 成 分 ま た は 光 熱 波 長 成 分 の 少 な く と も １ つ を 選 択 す
る た め に 前 記 ラ ン プ に 光 学 的 に 結 合 さ れ た １ ま た は 複 数 の フ ィ ル タ ー と を 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 １ ま た は 複 数 の フ ィ ル タ ー が 、 異 な っ た ス ペ ク ト ル 特 性 を 有 す る 時 間 的 に 分 離 し た
２ つ の パ ル ス を 生 成 す る べ く 前 記 広 帯 域 放 射 線 源 に 連 続 的 に 光 学 的 に 結 合 す る よ う に 構 成
さ れ た 一 対 の 異 な っ た フ ィ ル タ ー を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ８ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 １ ま た は 複 数 の フ ィ ル タ ー が 、 ス ペ ク ト ル が 異 な る ２ つ パ ル ス を 生 成 す る べ く 前 記
広 帯 域 放 射 線 源 に 同 時 に 光 学 的 に 結 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 一 対 の 異 な っ た フ ィ ル タ ー を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ８ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 毛 胞 を 治 療 す る た め の ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 ハ ン ド ル 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ を 備 え た ハ ウ ジ ン グ と 、
　 光 化 学 電 磁 放 射 線 の 少 な く と も １ つ の パ ル ス で 皮 膚 の 一 部 を 照 射 し て 少 な く と も １ つ の
毛 胞 の 治 療 部 位 を 前 記 光 化 学 電 磁 放 射 線 に 曝 す べ く 前 記 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 に 配 置 さ れ た 少
な く と も １ つ の 放 射 線 生 成 源 と 、
　 前 記 治 療 部 位 の 少 な く と も 一 部 を 加 熱 す る べ く 前 記 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 に 配 置 さ れ た 、 少
な く と も １ つ の 光 熱 放 射 線 生 成 源 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 更 に 、 充 電 可 能 な エ ネ ル ギ ー 源 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の ハ ン ド ヘ ル
ド 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 光 化 学 放 射 線 源 が Ｌ Ｅ Ｄ ま た は ア レ イ 状 の Ｌ Ｅ Ｄ の 何 れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 光 熱 放 射 線 源 が ハ ロ ゲ ン ラ ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
１ に 記 載 の ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 更 に 、 透 明 な 窓 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ
ム 。
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【 請 求 項 ５ ６ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 の 照 射 の 際 に 前 記 皮 膚 の 少 な く と も 一 部 を 冷 却 す る た め の 冷 却 要 素
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 更 に 、 前 記 照 射 さ れ る 皮 膚 部 分 に 結 合 し て そ こ に 圧 力 を 加 え る こ と が で き る 接 触 機 構 を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 皮 膚 を 治 療 す る た め の 皮 膚 用 装 置 で あ っ て 、
　 患 者 の 体 の 露 出 し た 皮 膚 部 分 を 受 容 す る た め の 受 容 部 と 、
　 前 記 皮 膚 を 放 射 線 に 曝 す た め に 前 記 受 容 部 内 に 配 置 さ れ た ア レ イ 状 の 光 要 素 と を 含 み 、
　 前 記 各 光 要 素 が 、 Ｐ Ｃ 、 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ 、 及 び Ｐ Ｔ Ｖ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も ２
つ の 光 線 治 療 を 施 す よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 皮 膚 用 装 置 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 毛 胞 を 治 療 す る た め の ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 ハ ン ド ル 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ を 備 え た ハ ウ ジ ン グ と 、
　 広 帯 域 ス ペ ク ト ル を 有 す る 放 射 線 を 生 成 す る ハ ロ ゲ ン ラ ン プ と 、
　 Ｐ Ｃ パ ル ス 、 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス 、 ま た は Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の 少 な く と も １ つ に 一 致 す る 少 な く
と も １ つ の 波 長 範 囲 を 前 記 広 帯 域 ス ペ ク ト ル か ら 選 択 す る た め に 前 記 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ に 光
学 的 に 結 合 さ れ た １ ま た は 複 数 の フ ィ ル タ ー と を 含 む こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚
用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 更 に 、 前 記 照 射 さ れ た 皮 膚 部 分 に 局 所 組 成 物 を 適 用 し て 前 記 放 射 線 パ ル ス の 効 果 を 高 め
る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 更 に 、 光 感 作 物 質 ま た は 少 な く と も 部 分 的 に 前 記 放 射 線 を 吸 収 す る 粒 子 の 何 れ か と な る
よ う に 前 記 局 所 組 成 物 を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　
　 本 願 は 、 言 及 す る こ と を 以 っ て そ の 開 示 内 容 の 全 て を 本 明 細 書 の 一 部 と す る 、 ２ ０ ０ ３
年 １ ２ 月 ２ ０ 日 出 願 の 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ４ ３ ５ ， ３ ４ ０ 号 （ 名 称 ： 「 ア ク ネ 及 び 他
の 毛 胞 障 害 の 光 線 治 療 装 置 （ Light Treatments for Acne and Other Disorders of Folli
cles） 」 ） の 優 先 権 を 主 張 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　
　 本 願 は 、 可 視 ま た は 不 可 視 の 電 磁 放 射 線 を 利 用 す る ア ク ネ 治 療 用 の シ ス テ ム 及 び 方 法 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　
　 ア ク ネ は 、 最 も 一 般 的 な 皮 膚 症 状 の １ つ で あ る 。 ア ク ネ は 、 皮 脂 小 胞 （ sebaceous foll
icles） 及 び ／ ま た は 毛 胞 （ 殆 ど は 、 皮 脂 腺 及 び 漏 斗 ） の 障 害 に 関 係 す る 。 皮 脂 腺 は 、 ヒ
ト の 皮 膚 に 存 在 す る 皮 脂 を 生 成 す る 小 さ な 腺 で あ る 。 皮 脂 腺 は 通 常 、 限 定 す る も の で は な
い が 皮 脂 管 及 び 毛 管 を 含 む 皮 脂 小 胞 （ 毛 胞 の １ つ の 種 類 ） の 一 部 で あ る 。 毛 胞 は 、 縮 毛 （
こ の よ う な 毛 胞 で 最 も ア ク ネ が 起 こ り 易 い ） 、 産 毛 （ こ の よ う な 毛 胞 で は ア ク ネ が 起 こ り
に く い ） 、 ま た は 通 常 の 毛 髪 （ 通 常 は こ の よ う な 毛 胞 で は ア ク ネ が 起 こ ら な い ） を 含 み 得
る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 開 示 は 、 限 定 す る も の で は な い が 主 に 縮 毛 を 含 む 毛 胞 の 治 療 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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関 連 出 願

発 明 の 分 野

発 明 の 背 景



　 図 ２ に 、 表 皮 ２ １ 及 び 真 皮 ２ ２ を 有 す る 患 者 の 皮 膚 に 位 置 す る 例 示 的 な 萎 縮 毛 胞 （ atro
phic follicle） ２ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 図 面 に お け る 毛 胞 は 、 皮 脂 細 胞 （ sebocites）
２ ５ を 生 成 す る 基 底 膜 ま た は 上 皮 壁 ２ ８ を 有 す る 皮 脂 腺 ２ ３ を 含 む 。 こ の 皮 脂 腺 は 通 常 、
皮 膚 表 面 か ら 約 ０ ． ７ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ の 深 さ に 位 置 す る 。 皮 脂 腺 は 、 皮 脂 管 ２ ６ の 上 の 毛 胞
管 の 一 部 で あ る 漏 斗 ３ １ 及 び 上 皮 内 層 ２ ９ を 有 す る 皮 脂 管 ２ ６ に よ っ て 小 胞 管 に つ な が っ
て い る 。 漏 斗 の 下 側 部 分 は 、 漏 斗 下 部 （ infrainfundibulum） ２ ７ と 呼 ば れ 、 に き び が で
き る こ と が あ る 。 に き び が で き る プ ロ セ ス は 、 初 め に 角 質 化 の 異 常 及 び 上 皮 細 胞 （ 図 面 で
は 、 角 質 化 し た 腐 肉 形 成 細 胞 ３ ３ ） の 剥 離 が 起 こ る 。 漏 斗 下 部 は 上 皮 内 層 ３ ４ を 有 す る 。
こ の 上 皮 内 層 ３ ４ の 上 部 は 漏 斗 上 部 （ acroinfundibulum） ３ ２ で あ る 。 萎 縮 毛 胞 は 、 皮 脂
管 の 底 部 に 示 さ れ て い る 毛 髪 ２ ４ を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 毛 胞 の 異 常 は 様 々 で あ り 、 最 も 重 要 な 一 般 的 な 皮 膚 の 悩 み で あ る 尋 常 性 座 瘡 が 含 ま れ る
。 ア ク ネ の 形 成 は 通 常 、 非 炎 症 性 ア ク ネ （ 面 皰 ） の 形 成 で 始 ま る 。 こ の 面 皰 は 、 皮 脂 腺 か
ら 皮 膚 表 面 へ の 出 口 が 塞 が れ た 時 に 発 生 し 、 こ れ に よ り 皮 脂 が 皮 脂 腺 、 皮 脂 管 、 及 び 毛 管
に 蓄 積 さ れ る 。 ア ク ネ の 正 確 な 病 理 は 未 だ に 議 論 さ れ て い る が 、 面 皰 の 形 成 が 漏 斗 下 部 内
の 角 質 化 細 胞 層 の 形 成 及 び 剥 離 の 著 し い 変 化 に 関 係 し て い る こ と が 立 証 さ れ て い る 。 具 体
的 に は 、 面 皰 は 、 漏 斗 下 部 の 上 皮 内 層 に お け る 細 胞 の 剥 離 機 構 （ 異 常 な 細 胞 の 角 質 化 ） 及
び 分 裂 の 活 性 化 （ 増 殖 の 増 大 ） の 両 方 の 異 常 か ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 主 に 細 菌 の 活 動 に よ っ て 皮 脂 に お け る ト リ グ リ セ リ ド が 化 学 分 解 さ れ て 遊 離 脂 肪 酸 が 放
出 さ れ 、 こ れ に よ り ア ク ネ の 一 般 的 な 病 巣 を 形 成 す る 炎 症 反 応 が 始 ま る 。 毛 胞 脂 腺 単 位 の
微 生 物 群 の 中 で 、 ア ク ネ 菌 （ 学 名 ： Propionibacterium Acnes (P. Acnes)） が 最 も 顕 著 で
あ る 。 こ の よ う な 細 菌 は 炎 症 性 ア ク ネ 形 成 の 原 因 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ア ク ネ に は 様 々 な 薬 が あ る 。 局 所 用 ま た は 全 身 用 の 抗 生 物 質 が 治 療 の 主 流 で あ る 。 経 口
イ ソ ト レ チ ノ イ ン は 、 重 度 の 場 合 に 用 い ら れ る 非 常 に 効 果 的 な 薬 剤 で あ る 。 し か し な が ら
、 ア ク ネ 菌 （ P. Acnes） の 抗 生 物 質 耐 性 が 強 く な っ て い る こ と が 複 数 の 研 究 者 に よ っ て 報
告 さ れ て お り 、 ま た イ ソ ト レ チ ノ イ ン の 副 作 用 が 強 い こ と か ら 使 用 が 制 限 さ れ る 。 従 っ て
、 副 作 用 が あ っ た と し て も 最 小 で あ り 、 好 ま し く は 副 作 用 の な い ア ク ネ の 効 果 的 な 治 療 法
が 引 き 続 き 研 究 さ れ て い る 。 こ の た め に 、 光 を 利 用 す る 複 数 の 方 法 が 提 案 さ れ て き た 。 例
え ば 、 こ の よ う な あ る 方 法 で は 、 皮 脂 腺 の 障 害 の 治 療 に レ ー ザ ー 感 受 性 染 料 を 使 用 す る 。
よ り 具 体 的 に は 、 こ の 方 法 は 、 発 色 団 含 有 組 成 物 を 皮 膚 の 表 面 部 分 に 塗 っ て 、 十 分 な 量 の
こ の 組 成 物 が 皮 膚 の 空 間 内 に 浸 透 す る よ う に し 、 そ の 皮 膚 部 分 に （ 光 ） エ ネ ル ギ ー を 照 射
し て 、 そ の 組 成 物 を 光 化 学 的 ま た は 光 熱 的 に 活 性 化 さ せ る 。 類 似 の 方 法 で は 、 ア ク ネ の 患
者 に 波 長 が ３ ２ ０ ｎ ｍ ～ ３ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 紫 外 光 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ア ク ネ の 光 治 療 に 、 青 色 光 （ 波 長 が ４ １ ５ ｎ ｍ ） 及 び 赤 色 光 （ 波 長 が ６ ６ ０ ｎ ｍ ） を 使
用 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 連 続 波 （ Ｃ Ｗ ） モ ー ド 及 び ６ ６ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 動 作 す る 少
な く と も １ つ の 発 光 ダ イ オ ー ド で の ア ク ネ の 治 療 方 法 が 知 ら れ て い る 。 こ の 治 療 で は 、 内
因 性 光 感 作 物 質 を 用 い た 様 々 な 光 力 学 的 治 療 （ Ｐ Ｄ Ｔ ） が 可 能 と な る 。 具 体 的 に は 、 ア ク
ネ 菌 （ P. Acnes） が 、 有 効 な 光 感 作 物 質 で あ る ポ ル フ ィ リ ン （ 主 に コ プ ロ ポ ル フ ィ リ ン ）
を 産 生 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 光 感 作 物 質 に よ っ て 著 し く 吸 収 さ れ る 波 長 の 光 が 照 射 さ
れ る と 、 こ の 分 子 が 、 一 重 項 酸 素 を 生 成 す る と し て 知 ら れ て い る プ ロ セ ス を 引 き 起 こ す 。
一 重 項 酸 素 は 、 周 囲 の 分 子 に 対 し て 積 極 的 な 酸 化 剤 と て 作 用 す る 。 こ の プ ロ セ ス に よ り 、
最 終 的 に 細 菌 が 破 壊 さ れ 、 症 状 が 臨 床 的 に 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ヒ ト の 皮 膚 に お け る 皮 脂 の 生 成 を 低 減 す る 別 の 方 法 は 、 皮 脂 の 脂 質 成 分 に よ っ て 実 質 的
に 吸 収 さ れ る 波 長 範 囲 の パ ル ス 光 を 利 用 す る 。 作 用 の 仮 定 機 序 は 、 分 化 し た 皮 脂 細 胞 及 び
成 熟 し た 皮 脂 細 胞 の 光 熱 分 解 （ photothermolysis） で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 し か し な が ら 、 既 存 の 光 を 利 用 し た 治 療 法 に は 、 少 な く と も 次 の 欠 点 が あ る 。
１ ． ポ ル フ ィ リ ン に よ っ て 最 も 効 率 的 に 吸 収 さ れ る 青 色 光 （ ４ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ ） （ 図 １
を 参 照 ） は 、 正 常 な 血 液 を 含 む 皮 膚 へ の 浸 透 深 さ が 著 し く 限 定 さ れ て い る 。 よ り 厳 密 に は
、 こ の よ う な 青 色 光 の 浸 透 深 さ は 、 ３ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 ア ク ネ 菌 （ P. Acnes） （ Ｐ Ｄ
Ｔ の 主 な 標 的 ） の 集 団 密 度 の ピ ー ク は １ ． ２ ｍ ｍ ま で の 深 さ で あ る 。
２ ． 熱 の 影 響 に よ り 、 Ｐ Ｄ Ｔ 治 療 の 最 大 の 効 果 を 得 る の が 困 難 に な る こ と が あ る 。 具 体 的
に は 、 軽 度 の 高 体 温 が Ｐ Ｄ Ｔ の 効 率 を 改 善 す る こ と が 分 か っ て い る 。 し か し な が ら 、 ４ ３
℃ を 超 え る 温 度 上 昇 で は 、 組 織 の 凝 固 が 始 ま り 、 治 療 の 効 率 が 低 下 し て し ま う 。 加 え て 、
組 織 が 過 熱 さ れ る と 、 治 療 に 苦 痛 が 伴 う よ う に な る 。 従 っ て 、 標 準 状 態 で 標 的 に 照 射 す る
照 射 量 に 上 限 （ Ｃ Ｗ ま た は 準 Ｃ Ｗ 治 療 で は 最 大 ２ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ 2 ） が あ る た め 、 一 重 項
酸 素 の 生 成 割 合 が 制 限 さ れ る 。 同 時 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ に よ る 通 常 の 照 射 量 レ ベ ル （ １ ０ ～ ３ ０ ｍ
Ｗ ／ ｃ ｍ 2 ） は 、 一 重 項 酸 素 を 最 高 効 率 で 生 成 す る に は 最 適 で は な く 、 不 当 に 長 い 治 療 時
間 が 必 要 に な る 。
３ ． 皮 脂 の 脂 質 成 分 に よ っ て 大 部 分 が 吸 収 さ れ る 波 長 の 光 で の 光 熱 治 療 で は 、 皮 脂 細 胞 及
び そ の 成 分 が 光 凝 固 す る だ け で あ り 、 漏 斗 下 部 の 上 皮 内 層 及 び 皮 脂 管 に お け る 過 剰 増 殖 及
び 異 常 な 角 質 化 を 軽 減 で き な い 。 従 っ て 、 こ の よ う な 治 療 は 、 必 ず し も 面 皰 の 形 成 の 可 能
性 を 小 さ く す る も で は な く 、 詰 ま り が 固 化 し て 逆 効 果 と な る こ と さ え あ る 。
４ ． Ｐ Ｄ Ｔ だ け で は ア ク ネ の 元 の 原 因 す な わ ち 皮 脂 出 口 の 詰 ま り 及 び 皮 脂 管 に お け る 皮 脂
の 過 剰 な 蓄 積 を 解 決 す る こ と が で き な い 。 同 時 に 、 加 熱 治 療 だ け で は 、 疾 患 を 再 発 さ せ 得
る 細 菌 集 団 を 必 ず し も 減 ら せ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 ア ク ネ の 改 善 さ れ た 治 療 法 が 要 望 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の よ う な 方 法 を 容 易 に
実 施 で き る シ ス テ ム も 要 望 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 約
　 一 実 施 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 毛 胞 の 治 療 方 法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法 は 、 電 磁 放 射 線 の １
ま た は 複 数 の パ ル ス で 患 者 の 皮 膚 表 面 の 一 部 を 照 射 し て 、 毛 胞 の 治 療 部 位 を 放 射 線 に 曝 す
ス テ ッ プ を 含 む 。 こ の 放 射 線 は 、 治 療 部 位 の 細 菌 及 び ／ ま た は 細 胞 に 対 し て 所 望 の 光 化 学
効 果 を 与 え て ア ク ネ な ど の 皮 膚 の 症 状 を 治 療 す る の に 適 し た １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有
す る よ う に 選 択 さ れ る 。 治 療 用 の 放 射 線 の 照 射 中 に 、 照 射 さ れ る 放 射 線 の 効 果 を 高 め る た
め に 治 療 部 位 の 温 度 を 約 ３ ８ ℃ ～ 約 ４ ３ ℃ の 範 囲 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 関 連 す る 実 施 態 様 で は 、 こ こ で は 光 化 学 （ Ｐ Ｃ ） パ ル ス と も 呼 ぶ 照 射 す る 放 射 線 パ ル ス
は 、 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 放 射 線 パ
ル ス は 、 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ 、 ４ ８ ０ ｎ ｍ ～ ５ １ ０ ｎ ｍ 、 及 び ６ ０ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０
ｎ ｍ の 範 囲 の 少 な く と も １ つ の 波 長 成 分 を 有 す る 。 放 射 線 パ ル ス は 、 上 記 し た 範 囲 内 の 温
度 に 維 持 す る べ く 、 治 療 部 位 を 加 熱 す る の に 適 し た 、 例 え ば 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ４ ０ ０ ｎ
ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 の 波 長 成 分 も 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 パ ル ス 放 射 線 は 、 パ ル ス 継 続 時 間 を 、 約 １ ミ リ 秒 ～ 約 ２ ０ ０ ０ ０ ミ
リ 秒 の 範 囲 、 よ り 好 ま し く は 約 ２ ０ ミ リ 秒 ～ 約 １ ０ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 に な る よ う に 選 択 さ
れ る 。 更 に 、 パ ル ス は 、 約 ２ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ ５ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 、 よ り 好 ま し く は 約 ２ Ｊ ／
ｃ ｍ 2 ～ ２ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 治 療 部 位 に は 、 毛 胞 の 皮 脂 腺 、 皮 脂 管 、 及 び ／ ま た は 漏 斗 下 部 の 何
れ か が 含 ま れ る 。 そ れ ぞ れ が 上 記 し た 範 囲 の １ つ の 範 囲 内 の 波 長 成 分 を 有 す る 複 数 の パ ル
ス を 用 い て 毛 胞 を 治 療 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な パ ル ス は 、 同 時 ま た は 連 続 的 に 治 療
部 位 に 照 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 治 療 中 に 照 射 さ れ る 皮 膚 部 分 に 、 例 え ば 約 １ ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 １ ０
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０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 圧 力 を 加 え て 、 組 織 の 不 均 一 性 を 緩 和 し 、 皮 膚 の 血 管 か ら 血 液 を 押
し 出 し 、 か つ ／ ま た は 治 療 部 位 ま で の 放 射 線 の 移 動 距 離 を 短 縮 し て 照 射 さ れ る 放 射 線 の 浸
透 深 さ を 深 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 電 磁 放 射 線 の パ ル ス で 毛 胞 を 照 射 し て 毛 胞 を 治 療 す る 方
法 を 提 供 す る 。 こ の 電 磁 放 射 線 は 、 毛 胞 の 少 な く と も 一 部 の 上 皮 細 胞 の 温 度 を 約 ４ ３ ℃ ～
約 ４ ７ ℃ ま で 上 昇 さ せ る よ う に 選 択 さ れ た 波 長 成 分 、 継 続 時 間 、 及 び 放 射 エ ネ ル ギ ー を 有
す る 。 こ の 方 法 は ま た 、 パ ル ス が 毛 胞 ま で 伝 達 さ れ る 際 に 通 過 す る 患 者 の 皮 膚 の 少 な く と
も 一 部 を 冷 却 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 関 連 す る 実 施 形 態 で は 、 こ こ で は 光 熱 ‐ 赤 外 線 （ Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ ） パ ル ス と も 呼 ぶ こ の よ う な
パ ル ス の 波 長 ス ペ ク ト ル は 、 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０ ｎ ｍ 、 よ り 好 ま し く は 約 １ ０ ０ ０
ｎ ｍ ～ 約 １ ６ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に 亘 る 。 更 に 、 パ ル ス は 、 約 １ ミ リ 秒 ～ 約 １ ０ ０ 秒 の 範 囲 の
継 続 時 間 を 有 し 、 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ ５ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 毛 胞 の 治 療 方 法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法 は 、 毛 胞 の 皮 脂 腺
に お け る 皮 脂 の 生 成 が 減 少 す る よ う に 選 択 さ れ る 波 長 ス ペ ク ト ル 、 継 続 時 間 、 及 び 放 射 エ
ネ ル ギ ー を 有 す る 電 磁 放 射 線 の 少 な く と も １ つ の パ ル ス で 、 毛 胞 に 血 液 を 供 給 す る １ ま た
は 複 数 の 血 管 を 照 射 す る ス テ ッ プ と 、 パ ル ス が 血 管 ま で 伝 達 さ れ る 際 に 通 過 す る 皮 膚 表 面
の 少 な く と も 一 部 を 冷 却 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 関 連 す る 実 施 形 態 で は 、 こ こ で は 光 熱 ‐ 可 視 （ Ｐ Ｔ Ｖ ） パ ル ス と も 呼 ぶ こ の パ ル ス は 、
約 ４ ７ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 よ り 好 ま し く は 約 ５ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲
の 波 長 成 分 を 有 す る こ と が で き る 。 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス は 、 約 ０ ． １ ミ リ 秒 ～ １ ０ ０ ０ ミ リ 秒 の
範 囲 、 よ り 好 ま し く は 約 １ ミ リ 秒 ～ １ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 し 、 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ
ｍ 2 ～ 約 ５ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 総 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 上 記 し た 方 法 を 実 施 す る た め の 皮 膚 用 シ ス テ ム
を 提 供 す る 。 こ こ で 用 い る 皮 膚 用 シ ス テ ム に は 、 治 療 装 置 、 ま た は 家 庭 用 美 容 装 置 を 含 む
美 容 装 置 も 含 ま れ る 。 本 発 明 の 開 示 に 従 っ た こ の よ う な １ つ の シ ス テ ム は 、 少 な く と も １
つ の 毛 胞 の 治 療 部 位 を 光 化 学 電 磁 放 射 線 に 曝 す た め に 、 光 化 学 電 磁 放 射 線 で 少 な く と も １
つ の パ ル ス で 皮 膚 の 一 部 を 照 射 す る た め の 放 射 線 生 成 源 と 、 治 療 部 位 の 少 な く と も 一 部 を
加 熱 す る た め の 光 熱 放 射 線 の 源 と を 含 む 。 放 射 線 の パ ル ス を 生 成 す る 源 は 本 質 的 に パ ル ス
モ ー ド で 動 作 す る 。 別 法 で は 、 こ の 源 は 、 本 質 的 に 連 続 的 な 放 射 線 を 生 成 す る こ と が で き
、 こ の 放 射 線 か ら 、 例 え ば ス イ ッ チ ン グ 電 子 機 器 な ど の 装 置 の ス イ ッ チ ン グ に よ っ て １ ま
た は 複 数 の パ ル ス を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 毛 胞 を 治 療 す る た め の ハ ン ド ヘ ル ド 皮 膚 用 シ ス テ ム を 提
供 す る 。 こ の シ ス テ ム は 、 ハ ン ド ル 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ を 備 え た ハ ウ ジ ン グ と 、 少 な く と
も １ つ の 毛 胞 の 治 療 部 位 を 光 化 学 電 磁 放 射 線 に 曝 す べ く 、 そ の 光 化 学 電 磁 放 射 線 の 少 な く
と も １ つ の パ ル ス で 皮 膚 の 一 部 を 照 射 す る た め の 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 に 配 置 さ れ た 少 な く
と も １ つ の 放 射 線 生 成 源 と 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 に 配 置 さ れ た 、 治 療 部 位 の 少 な く と も 一 部
を 加 熱 す る た め の 光 熱 放 射 線 の 少 な く と も １ つ の 源 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 後 述 す る 説 明 を 読 め ば 本 発 明 を よ り 良 く 理 解 で き る で
あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　
　 本 発 明 は 、 光 エ ネ ル ギ ー を 効 率 的 に 用 い て 上 記 し た 毛 胞 の 障 害 を ど の よ う に 治 療 す る か
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に つ い て 開 示 す る 。 光 熱 機 構 と 光 化 学 機 構 の 組 合 せ を 用 い て 、 ３ つ の 治 療 の 内 の 少 な く と
も １ つ の 治 療 で こ の 目 的 を 達 成 す る 。 こ れ ら の 治 療 の １ つ は 、 光 力 学 的 効 果 の 最 適 化 で あ
り 、 残 り の ２ つ は 、 制 御 下 で の 標 的 組 織 の 加 熱 の 最 適 化 で あ る 。
１ ． 皮 膚 表 面 に 圧 力 を 加 え て 、 組 織 の 不 均 一 性 を 緩 和 し 、 光 が 透 過 し な け れ ば な ら な い 皮
膚 表 面 か ら 皮 脂 腺 ま で の 距 離 を 短 縮 し 、 皮 膚 の 血 管 か ら 血 液 を 押 し 出 す （ 通 常 は 青 色 ス ペ
ク ト ル 領 域 の 入 射 光 エ ネ ル ギ ー の 最 大 ３ ０ ％ を 吸 収 す る 血 液 を 皮 膚 神 経 叢 か ら 排 除 す る こ
と が 最 も 重 要 で あ る ） 。
２ ． 皮 膚 表 面 を 冷 却 し て 表 皮 の 温 度 を 低 下 さ せ （ 従 っ て 、 火 傷 か ら 表 皮 を 保 護 す る ） 、 こ
れ に よ り 血 管 を 狭 窄 し て 真 皮 の 血 管 を 流 れ る 血 流 を 最 小 に す る 。
３ ． 光 力 学 的 プ ロ セ ス の 効 果 を 上 げ る た め に 厳 密 に 熱 管 理 す る 。
４ ． 光 力 学 的 プ ロ セ ス の 効 果 を 上 げ る た め に 治 療 の 前 に 、 選 択 し た 治 療 部 位 に 高 酸 素 組 成
物 ま た は 他 の 方 法 で 吸 収 を 改 善 す る 局 所 組 成 物 を 塗 布 す る 。
５ ． 選 択 的 に 加 熱 す る た め 、 そ し て 別 の 実 施 形 態 で は 皮 脂 腺 、 皮 脂 管 、 及 び ／ ま た は 漏 斗
下 部 の 周 囲 組 織 を 光 熱 分 解 す る た め に パ ル ス の パ ラ メ ー タ を 最 適 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 開 示 に 従 っ た 光 線 治 療 は 、 少 な く と も １ つ 、 好 ま し く は ２ つ 、 最 も 好 ま し く は
３ つ の 実 質 的 に 異 な る 光 パ ル ス を 用 い た 治 療 を 含 む こ と が で き る 。 こ の よ う な １ つ 、 ２ つ
、 ま た は ３ つ の パ ル ス 治 療 は 、 連 続 的 に 、 同 時 に 、 ま た は 周 期 的 に 治 療 部 位 に 照 射 す る こ
と が で き る 。 こ れ ら の パ ル ス は 、 ス ペ ク ト ル 成 分 、 エ ネ ル ギ ー 、 及 び 継 続 時 間 （ あ る 実 施
形 態 で は ） が 異 な る 。 毛 胞 及 び 光 伝 達 の 可 能 な 技 術 の 模 式 図 が 図 ２ に 例 示 さ れ て い る 。 こ
の 図 面 に お い て 、 例 示 的 な 接 触 機 構 ２ ０ を 、 ビ ー ム の 整 形 、 冷 却 、 圧 力 装 置 と し て 、 及 び
／ ま た は 当 分 野 で 周 知 の 他 の 機 能 を 果 た す た め に 用 い る こ と が で き る 。 こ の 接 触 機 構 は 、
例 え ば 、 少 な く と も 利 用 す る 周 波 数 で 光 学 的 に 透 明 で あ り 、 冷 却 に 用 い る 場 合 は 優 れ た 熱
特 性 を 有 す る プ レ ー ト 、 ま た は 同 様 の 特 性 を 有 す る 導 波 管 と す る こ と が で き る 。 図 ２ の 参
照 番 号 ２ １ ５ は 、 後 述 す る 好 適 な 光 放 射 源 で あ り 、 ２ １ ３ は そ の 放 射 源 か ら の 放 射 線 で あ
る 。 場 合 に よ っ て は 、 圧 力 要 素 ２ １ ６ を 用 い て 、 制 御 下 で 接 触 機 構 を 皮 膚 に 押 圧 す る こ と
が で き る 。 制 御 や 冷 却 な ど の た め の 他 の 構 成 要 素 も 、 必 要 に 応 じ て 設 け る こ と が で き る 。
接 触 機 構 が 好 適 な 実 施 形 態 に 示 さ れ て い る が 、 特 に 圧 力 を 加 え る 場 合 に 明 ら か に 適 し て い
る が 、 こ れ は 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な く 、 非 接 触 機 構 ま た は ビ ー ム の 整 形 や 冷 却 を 行
う 機 構 を 用 い る 実 施 形 態 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 方 法 に 用 い る こ と が で き る ア ク ネ 治 療 用 の ３ つ の 光 パ ル ス を 具 体 的 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　
　 「 光 化 学 」 （ Ｐ Ｃ ） パ ル ス と 呼 ぶ 第 １ の パ ル ス は 、 標 的 ポ ル フ ィ リ ン ま た は 他 の 光 感 作
物 質 の 吸 収 ス ペ ク ト ル に 一 致 す る よ う に 最 適 化 さ れ て い る （ 図 １ Ａ を 参 照 ） 。 具 体 的 に は
、 ラ ン プ な ど の 広 域 ス ペ ク ト ル 光 源 に よ っ て 放 射 さ れ る 元 の 広 域 ス ペ ク ト ル の 一 部 を 、 光
エ ネ ル ギ ー の 不 所 望 の 部 分 を 排 除 す る よ う に フ ィ ル タ リ ン グ す る 。 不 所 望 の 光 エ ネ ル ギ ー
は 、 例 え ば 、 ポ ル フ ィ リ ン の 少 な く と も 一 部 の 吸 収 帯 と 吸 収 体 の 間 の エ ネ ル ギ ー 、 及 び 治
療 す る 皮 脂 腺 の 上 の 表 皮 な ど の 皮 膚 に よ っ て 主 に 吸 収 さ れ る 波 長 の エ ネ ル ギ ー で あ る 。 後
者 の エ ネ ル ギ ー は 、 治 療 に は あ ま り 寄 与 せ ず に 患 者 の 皮 膚 に 熱 損 傷 を 与 え る 可 能 性 が あ る
。 図 １ Ｂ に 、 皮 膚 の 主 要 な 発 色 団 の 吸 収 ス ペ ク ト ル が 例 示 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、
Ｐ Ｃ パ ル ス は 、 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 の 光 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 よ り 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 Ｐ Ｃ パ ル ス は 、 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ （ Ｐ Ｃ ‐ Ｉ ） 、 ４ ８
０ ｎ ｍ ～ ５ １ ０ ｎ ｍ （ Ｐ Ｃ ‐ Ｉ Ｉ ） 、 及 び ６ ０ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ （ Ｐ Ｃ ‐ Ｉ Ｉ Ｉ ） の 少
な く と も １ つ の 波 長 の 光 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 入 射 ス ペ ク ト ル を 標 的 の 吸 収 ス ペ ク ト ル に 適 切 に 一 致 さ せ て 、 表 皮
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及 び 真 皮 の 上 層 に 対 す る 不 所 望 の 熱 負 荷 を 軽 減 す る べ く 、 ４ ３ ０ ｎ ｍ ～ ４ ８ ０ ｎ ｍ の 間 の
ス ペ ク ト ル 及 び ５ １ ０ ｎ ｍ ～ ６ ０ ０ ｎ ｍ の 間 の ス ペ ク ト ル を フ ィ ル タ リ ン グ し て 除 去 す る
。 Ｐ Ｃ パ ル ス 波 長 範 囲 の 上 限 （ ７ ０ ０ ｎ ｍ ） は 、 ７ ０ ０ ｎ ｍ ～ ９ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 は
メ ラ ニ ン 吸 収 に よ っ て 表 皮 に 強 い 熱 の 影 響 を 与 え る が ポ ル フ ィ リ ン に は そ れ ほ ど 吸 収 さ れ
な い こ と か ら 決 定 し た 。 Ｐ Ｃ ‐ Ｉ 、 Ｐ Ｃ ‐ Ｉ Ｉ 、 及 び Ｐ Ｃ ‐ Ｉ Ｉ Ｉ の 波 長 範 囲 は 図 ３ に 例
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 一 実 施 態 様 に 従 え ば 、 標 的 部 位 の 温 度 は 、 Ｐ Ｄ Ｔ に 最 適 な 範 囲 （ 約 ３ ８
℃ ～ 約 ４ ３ ℃ の 範 囲 ） の 温 度 に 維 持 す る べ き で あ る 。 従 っ て 、 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 Ｐ Ｃ
パ ル ス は ま た 、 深 く 浸 透 す る 光 の 部 分 、 好 ま し く は ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波
長 の 光 も 含 む 。 Ｐ Ｃ パ ル ス の こ の 部 分 の エ ネ ル ギ ー は 、 組 織 中 の 水 分 及 び 脂 質 に よ っ て 吸
収 さ れ 、 熱 と し て 放 散 さ れ 、 標 的 部 位 を 所 望 の 軽 度 の 高 体 温 に す る 。 従 っ て 、 最 も 好 適 な
実 施 形 態 で は 、 Ｐ Ｃ パ ル ス は 、 毛 胞 の 表 面 部 分 に 主 に 効 果 の あ る ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ
の 範 囲 の 波 長 の 光 （ Ｐ Ｃ ‐ Ｉ ） 、 毛 胞 の 中 間 部 分 に 主 に 効 果 の あ る ４ ８ ０ ｎ ｍ ～ ５ １ ０ ｎ
ｍ の 範 囲 の 波 長 の 光 （ Ｐ Ｃ ‐ Ｉ Ｉ ） 、 毛 胞 の 深 部 に 浸 透 す る ６ ０ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範
囲 の 波 長 の 光 （ Ｐ Ｃ ‐ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 及 び 標 的 部 位 を 高 体 温 に す る ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ １ ８ ０ ０ ｎ ｍ
（ 好 ま し く は ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ １ ４ ０ ０ ｎ ｍ ） （ Ｐ Ｃ ‐ Ｈ ） の 範 囲 の 波 長 の 光 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 全 て で は な い が 一 部 の 皮 膚 の タ イ プ に 対 し て 、 光 エ ネ ル ギ ー が 、 上 記 し た ３ つ の 波 長 帯
域 間 に ほ ぼ 等 し く 分 散 す る こ と が で き る が 、 各 波 長 帯 域 の エ ネ ル ギ ー は 所 望 の 治 療 効 果 に
よ っ て 最 終 的 に 決 定 さ れ る 。 例 え ば 、 光 化 学 効 果 を 得 る た め に は 、 治 療 部 位 を 所 望 の 温 度
範 囲 に 上 昇 さ せ 、 こ の 温 度 範 囲 に 維 持 す る た め に 光 エ ネ ル ギ ー が 必 要 で あ る 。 代 替 の 実 施
形 態 で は 、 Ｐ Ｃ パ ル ス を 、 一 連 の ２ つ の サ ブ パ ル ス （ Ｐ Ｃ ‐ Ａ 及 び Ｐ Ｃ ‐ Ｂ ） と し て 伝 達
す る こ と が で き る 。 Ｐ Ｃ ‐ Ａ は 、 Ｐ Ｃ ‐ Ｉ 、 Ｐ Ｃ ‐ Ｉ Ｉ 、 及 び Ｐ Ｃ ‐ Ｈ の 範 囲 の 波 長 を 含
み 、 Ｐ Ｃ ‐ Ｂ は 、 Ｐ Ｃ ‐ Ｉ Ｉ Ｉ 及 び Ｐ Ｃ ‐ Ｈ の 範 囲 の 波 長 を 含 む 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 Ｐ
Ｃ ‐ Ｂ パ ル ス は 、 こ れ ら の 波 長 に お け る ポ ル フ ィ リ ン の 低 吸 収 率 を 補 償 す る た め に よ り 高
い エ ネ ル ギ ー を 有 す る こ と が で き る が 、 他 の 因 子 も 関 係 す る た め 常 に こ の よ う に で き る わ
け で は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｐ Ｃ パ ル ス の ス ペ ク ト ル 成 分 は 、 組 織 で の 減 衰 が 大 き い 可 視 光 の 範 囲 を 多 く 含 む は ず で
あ る た め （ 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ を 参 照 ） 、 治 療 中 の こ の 光 の 浸 透 深 さ を 最 大 に す る の が 望 ま
し い 。 こ の た め に 、 少 な く と も 次 に 示 す ２ つ の 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。
１ ． 皮 膚 表 面 に 圧 力 を 加 え て 、 組 織 の 不 均 一 性 を 緩 和 し 、 光 が 透 過 し な け れ ば な ら な い 皮
膚 表 面 か ら 皮 脂 腺 ま で の 距 離 を 短 縮 し 、 皮 膚 の 血 管 か ら 血 液 を 押 し 出 す 。
２ ． 皮 膚 表 面 を 冷 却 し て 、 表 皮 の 温 度 を 低 く し 、 皮 膚 の 表 面 の 血 管 を 流 れ る 血 流 を 減 少 さ
せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 し た 有 利 な 温 度 を 維 持 す る た め に 、 本 発 明 の 方 法 は 、 Ｐ Ｄ Ｔ 作 用 の 深 さ （ ～ １ ． ２
ｍ ｍ ） に お け る 温 度 を 正 確 に 管 理 す る た め に 皮 膚 表 面 を 冷 却 す る 。 具 体 的 に は 、 所 定 の 深
さ で 軽 度 の 高 体 温 （ 好 ま し く は 、 ３ ８ ℃ ～ ４ ３ ℃ の 範 囲 ） に す る よ う に 冷 却 パ ラ メ ー タ を
調 節 す る 。 エ ネ ル ギ ー の Ｐ Ｃ パ ル ス と 冷 却 を 組 み 合 わ せ て 、 Ｐ Ｄ Ｔ プ ロ セ ス の 効 果 を 最 大
限 に す る 。 同 時 に 、 表 面 の 冷 却 に よ り 、 表 皮 の 過 熱 及 び 熱 損 傷 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 好 適 な Ｐ Ｃ パ ル ス 継 続 時 間 は １ ミ リ 秒 ～ ２ ０ ０ ０ ミ リ 秒 、 よ り 好 ま し く は ２ ０ ミ リ 秒 ～
１ ０ ０ ０ ミ リ 秒 で 、 総 放 射 露 光 量 は ２ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ ５ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 、 好 ま し く は ２ Ｊ ／ ｃ ｍ
2 ～ ２ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 で あ る 。 パ ル ス 継 続 時 間 及 び 放 射 露 光 量 は 、 光 化 学 効 果 が 最 適 と な る 概
ね 約 ３ ８ ℃ ～ ４ ３ ℃ の 範 囲 の 温 度 に 治 療 す る 毛 胞 及 び ／ ま た は 皮 脂 腺 を 維 持 し 、 ポ ル フ ィ
リ ン に 十 分 な エ ネ ル ギ ー を 供 給 し て 光 力 学 的 プ ロ セ ス の 最 大 の 効 果 が 得 ら れ る よ う に 選 択
さ れ る 。 放 射 露 光 量 及 び 継 続 時 間 は 、 使 用 す る 光 源 の エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ル 、 処 置 す る ポ
ル フ ィ リ ン 、 患 者 の 皮 膚 の 性 質 、 及 び 他 の 因 子 に よ っ て 変 化 す る 。 所 定 の 治 療 に 適 し た 放
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射 露 光 量 及 び 継 続 時 間 は 経 験 的 に 決 定 す る こ と が で き る 。 よ り 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 以 下
の 関 係 が 、 こ の よ う な パ ラ メ ー タ の 決 定 に 有 用 で あ る 。
放 射 露 光 量  [Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ] ＝ ２ ＋ （ ６ － Ｓ ） × ３ ． ６ 　 （ 式 １ ）
継 続 時 間  [ミ リ 秒 ] ＝ ２ ０ ＋ （ Ｓ － １ ） × １ ９ ６ 　 　 　 （ 式 ２ ）
こ の 式 に お い て 、 Ｓ は フ ィ ッ ツ パ ト リ ッ ク ・ ス ケ ー ル （ Fitzpatrick's scale） （ １ ～ ６
の ６ 段 階 ） に 従 っ た 患 者 の 皮 膚 の タ イ プ で あ る 。 式 １ 及 び 式 ２ が 図 ４ に 例 示 さ れ て い る 。
式 １ 及 び 式 ２ は 、 ３ つ の 波 長 範 囲 で 実 質 的 に 等 し い 区 分 の 放 射 露 光 量 を と る 。 式 １ 及 び 式
２ は 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な く 、 式 １ 及 び 式 ２ に よ っ て 決 ま る 放 射 露 光 量 及 び
継 続 時 間 を 治 療 に よ っ て 調 節 で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 説 明 で は 、 広 帯 域 放 射 源 を 放 射 源 と し て 記 載 し た が 、 様 々 な 放 射 源 （ ダ イ オ ー ド レ
ー ザ ー 、 垂 直 キ ャ ビ テ ィ 表 面 放 射 レ ー ザ ー （ Ｖ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ ｓ ） 、 及 び フ ァ イ バ ー レ ー ザ ー な
ど の ア レ イ 状 の レ ー ザ ー ま た は Ｌ Ｄ Ｅ を 含 む ） を 用 い て 必 要 な 特 性 を 有 す る １ ま た は 複 数
の パ ル ス を 生 成 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 １ ま た は 複 数 の 単 色 ま た は 制 限 さ れ た
波 長 光 源 を 用 い て Ｐ Ｃ パ ル ス を 生 成 す る こ と が で き る が 、 広 帯 域 パ ル ス ラ ン プ （ ア ー ク 放
電 、 ハ ロ ゲ ン 、 メ タ ル ハ ラ イ ド 、 ま た は 白 熱 灯 な ど ） が 好 ま し い 。 よ り 好 ま し く は 、 Ｘ ｅ
パ ル ス フ ラ ッ シ ュ ラ ン プ を 、 色 温 度 が ５ ， ０ ０ ０ Ｋ ～ １ ０ ， ０ ０ ０ Ｋ の 範 囲 の Ｐ Ｃ パ ル ス
の 光 源 と し て 用 い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 あ る 実 施 形 態 で は 、 治 療 の 前 に 治 療 部 位 に 高 酸 素 局 所 組 成 物 を 塗 布 し て 、 標 的 部 位 で Ｐ
Ｄ Ｔ プ ロ セ ス に 利 用 で き る 酸 素 の 濃 度 を 高 く し 、 Ｐ Ｃ パ ル ス の 効 果 を 更 に 上 げ る こ と が で
き る 。 高 酸 素 局 所 組 成 物 は 皮 膚 内 に 拡 散 す る 。 例 え ば 、 過 酸 化 コ ー ン オ イ ル を こ の よ う な
組 成 物 の 活 性 成 分 と し て 用 い 、 こ の 組 成 物 を 、 ゲ ル 、 ワ ッ ク ス 、 ま た は 接 着 フ ィ ル ム の 形
態 に す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 局 所 組 成 物 は 、 例 え ば 、 治 療 の 前 や 治 療 パ ル ス の 間 に
適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 各 パ ル ス の 放 射 露 光 量 を 増 大 さ せ 、 か つ ／ ま た は 同 じ 部 位 に 複 数 の パ ル ス を 当 て て 総 線
量 を 最 大 化 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 多 数 の パ ル ス 、 ま た は 同 じ 治 療 部 位 に 対 し て 接 触
機 構 ２ １ ２ を 複 数 回 通 過 さ せ て 実 現 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 Ｐ Ｃ ‐ Ａ パ ル ス を 第 １ の
経 路 に 伝 達 し 、 Ｐ Ｃ ‐ Ｂ を 第 ２ の 経 路 に 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　
　 光 熱 可 視 （ Ｐ Ｔ Ｖ ） パ ル ス は 、 皮 脂 腺 の 上 皮 、 皮 脂 腺 の 他 の 部 分 、 及 び 漏 斗 下 部 な ど を
含 む 毛 胞 に 供 給 す る 血 管 を 標 的 に す る よ う に デ ザ イ ン さ れ て い る 。 血 管 系 は 、 最 も 面 皰 が
形 成 さ れ や す い 大 き な 毛 胞 の 周 り で 特 に 発 達 し て い る 。 目 的 は 、 皮 脂 腺 に お け る 皮 脂 の 生
成 を 減 少 さ せ 、 角 質 化 細 胞 の 増 殖 を 制 限 し て 面 皰 の 形 成 を 阻 止 ま た は 防 止 す る こ と で あ る
。 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス の 好 適 な 波 長 範 囲 は 、 ４ ７ ０ ｎ ｍ ～ ６ ５ ０ ｎ ｍ 、 最 も 好 ま し く は ５ ０ ０ ｎ
ｍ ～ ６ ２ ０ ｎ ｍ で あ る 。 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス の 好 適 な 継 続 時 間 は 、 ０ ． １ ミ リ 秒 ～ １ ０ ０ ０ ミ リ
秒 、 よ り 好 ま し く は １ ミ リ 秒 ～ １ ０ ０ ミ リ 秒 で あ り 、 総 放 射 露 光 量 は １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ １
０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 、 よ り 好 ま し く は １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ ５ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 で あ る 。 所 定 の 治 療 に 適
し た 放 射 露 光 量 及 び 継 続 時 間 は 経 験 的 に 決 定 す る こ と が で き る 。 以 下 の 関 係 が 、 こ の よ う
な パ ラ メ ー タ の 決 定 に 有 用 で あ る 。
放 射 露 光 量  [Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ] ＝ １ ０ ＋ （ ６ － Ｓ ） × ８ 　 　 （ 式 ３ ）
継 続 時 間  [ミ リ 秒 ] ＝ １ ＋ （ Ｓ － １ ） × ２ ０ 　 　 　 　 　  （ 式 ４ ）
こ の 式 に お い て 、 Ｓ は フ ィ ッ ツ パ ト リ ッ ク ・ ス ケ ー ル （ Fitzpatrick's scale） （ １ ～ ６
の ６ 段 階 ） に 従 っ た 患 者 の 皮 膚 の タ イ プ で あ る 。 式 ３ 及 び 式 ４ が 図 ５ に 例 示 さ れ て い る 。
式 ３ 及 び 式 ４ は 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な く 、 式 ３ 及 び 式 ４ に よ っ て 決 ま る 放 射
露 光 量 及 び 継 続 時 間 を 治 療 に よ っ て 調 節 で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス は 、 Ｐ Ｃ パ ル ス の 生 成 に 用 い る 光 源 と 同 じ 光 源 ま た は 別 の 光 源 で 生 成 す る
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こ と が で き る 。 好 適 な 一 実 施 形 態 で は 、 Ｘ ｅ フ ラ ッ シ ュ ラ ン プ を 用 い て 両 方 の パ ル ス を 生
成 す る 。 必 要 な パ ル ス 特 性 は 、 電 源 の 電 気 パ ラ メ ー タ の 変 更 や 放 射 光 の 光 学 的 フ ィ ル タ リ
ン グ に よ っ て 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス の 際 に 表 面 冷 却 を 行 う こ と に よ り 、 不 所 望 の 表 皮 及 び 真 皮 の 熱 損 傷 の 防 止
、 制 御 下 で の 皮 脂 腺 細 胞 の 熱 破 壊 の た め の 最 適 条 件 の 達 成 、 及 び 標 的 部 位 へ の よ り 多 く の
エ ネ ル ギ ー の 伝 達 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　
　 光 熱 赤 外 線 （ Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ ） パ ル ス は 、 皮 脂 腺 の 上 皮 内 層 （ 図 ２ の ２ ８ ） 、 皮 脂 管 の 上 皮 内
層 （ 図 ２ の ２ ９ ） 、 及 び 漏 斗 下 部 の 上 皮 内 層 （ 図 ２ の ３ ４ ） 内 に 制 御 下 で 熱 損 傷 を 形 成 す
る よ う に 最 適 化 さ れ て い る 。 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス は 、 分 裂 活 性 を 低 下 さ せ 角 質 化 機 構 を 正 常 に
す る た め に 、 漏 斗 下 部 の 上 皮 ３ ４ の 基 底 細 胞 を 目 標 と す る 。 目 的 は 、 上 皮 に 温 度 が 上 昇 し
た 部 位 （ 「 熱 シ ェ ル 」 ） を 形 成 す る こ と で あ る 。 こ れ は 、 毛 胞 （ 皮 脂 及 び ま と ま っ て い な
い 細 胞 、 及 び 細 胞 の 断 片 ） 内 の 物 質 と 周 囲 の 真 皮 の 光 学 特 性 及 び 熱 特 性 が 異 な る た め 可 能
と な る 。 具 体 的 に は 、 吸 収 係 数 に 対 す る 散 乱 係 数 の 比 率 が 毛 胞 内 で 著 し く 高 い た め 、 柱 管
を 通 る 光 の 導 波 管 様 伝 達 が 可 能 と な る 。 更 に 、 毛 胞 内 の 物 質 の 熱 伝 導 率 が 低 い 。 「 熱 シ ェ
ル 」 の 概 念 が 図 ６ （ 平 面 Ａ ‐ Ａ が 図 ２ に 例 示 さ れ て い る ） に 例 示 さ れ て い る 。 加 え て 、 表
皮 細 胞 及 び 真 皮 細 胞 の 方 が 上 皮 の 細 胞 よ り も 高 温 に 強 い こ と が 知 ら れ て い る （ 図 ６ の ６ ２
が 、 例 え ば 、 上 皮 ６ １ の 光 熱 損 傷 に 対 す る エ ネ ル ギ ー 閾 値 で あ る ） 。 こ れ は 、 細 胞 の 構 造
及 び 機 能 に お け る 生 物 学 的 な 差 異 に よ る も の で あ る 。 従 っ て 、 一 定 範 囲 の 温 度 差 が 存 在 し
、 生 物 学 的 応 答 に お け る こ の よ う な 差 異 が 上 皮 の 細 胞 の 不 可 逆 的 な 損 傷 に つ な が る 一 方 で
、 表 皮 細 胞 及 び 真 皮 細 胞 は 無 傷 に 保 た れ る 。 こ の 範 囲 の 正 確 な 温 度 は 、 様 々 な 生 理 学 的 な
因 子 か ら 患 者 に よ っ て 幾 分 異 な り 、 た と え 同 じ 患 者 で あ っ て も 体 の 部 位 に よ っ て 異 な る 。
こ の 温 度 範 囲 は 、 通 常 は 約 ４ ３ ℃ ～ 約 ４ ７ ℃ で あ る 。 従 来 の 方 法 と は 異 な り 、 本 発 明 の Ｐ
Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス は 皮 脂 細 胞 自 体 を 標 的 に し な い 。 従 っ て 、 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の 波 長 を 、 大 部 分
が 脂 質 に よ っ て 吸 収 さ れ る よ う に 選 択 す る 必 要 が な い 。 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の ス ペ ク ト ル 成 分
は 、 次 の 条 件 を 満 た す の が 好 ま し い で あ ろ う 。 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス を 構 成 す る 波 長 に お け る 漏
斗 下 部 （ 皮 脂 及 び 細 胞 残 屑 ） の 内 腔 の 物 質 の 単 一 散 乱 ア ル ベ ド は 、 周 囲 組 織 よ り も 高 く す
べ き で あ る 。 更 に 、 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス を 構 成 す る 波 長 に お け る 漏 斗 下 部 （ 皮 脂 及 び 細 胞 残 屑
） の 内 腔 の 物 質 の 吸 収 係 数 を 周 囲 組 織 よ り も 低 く す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 更 に 、 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス は 、 好 ま し く は 、 十 分 な 範 囲 の 深 さ の 「 熱 シ ェ ル 」 を 形 成 し て ア
ク ネ に な り そ う な 多 数 の 毛 胞 の 治 療 が で き る よ う に 実 質 的 に 広 帯 域 パ ル ス に す べ き で あ る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 好 ま し く は 、 Ｉ Ｒ パ ル ス は 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の ス ペ ク ト ル 域 の 広 帯 域 パ ル ス
を 有 す る 。 よ り 好 ま し く は 、 Ｉ Ｒ パ ル ス は １ ０ ０ ０ ｎ ｍ ～ １ ６ ０ ０ ｎ ｍ の ス ペ ク ト ル 域 の
広 帯 域 パ ル ス （ よ り 好 ま し く は 、 ス ペ ク ト ル 幅 ＞ １ ０ ０ ｎ ｍ ） を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 フ ィ ル タ リ ン で 除 去 さ れ な い 波 長 は 、 皮 脂 腺 の 周 囲 組 織 の 主 な 構 成 物 で あ る 水 に よ っ て
最 適 に 吸 収 さ れ る た め 、 こ の 波 長 が 上 皮 の 加 熱 に 最 も 有 効 で あ る 。 こ の よ う な 波 長 は ま た
、 皮 脂 腺 の 深 さ ま で 良 好 に 浸 透 し 、 メ ラ ニ ン に よ っ て そ れ ほ ど 吸 収 さ れ な い た め 、 他 の 周
波 数 よ り も 皮 膚 が 加 熱 さ れ に く い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の パ ル ス の 継 続 時 間 は 、 例 え ば 、 好 ま し く は １ ミ リ 秒 ～ １ ０ ０ 秒 で あ り 、 総 放 射 露 光
量 は １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ ５ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 で あ る 。 特 定 の 治 療 の 時 間 及 び 放 射 露 光 量 は 、 所 望
の 治 療 効 果 を 得 る の に 十 分 な 時 間 間 隔 で 、 概 ね 上 記 し た 範 囲 の 値 ま で 治 療 す る 上 皮 の 温 度
を 上 げ る よ う に 選 択 さ れ る 。 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の 好 適 な 波 長 範 囲 で の 光 の 吸 収 が 皮 膚 の 色 素
沈 着 に 殆 ど 無 関 係 で あ る た め 、 通 常 は パ ル ス の パ ラ メ ー タ を 調 節 し て 患 者 の 皮 膚 の タ イ プ
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に 合 わ せ る 必 要 が な い 。 少 な く と も ３ つ の 可 能 な 所 望 の 治 療 効 果 が あ る 。 パ ル ス 幅 は 、 こ
れ ら の 効 果 の ど の 効 果 を 達 成 す る か に よ っ て 決 定 ま る 。 こ れ ら の ３ つ の 効 果 は 、 （ 放 射 露
光 量 の 増 大 、 す な わ ち 一 定 の 放 射 量 を 維 持 し た ま ま パ ル ス 幅 を 大 き く す る 順 に ） ： 皮 脂 腺
で の 皮 脂 の 生 成 の 減 少 ／ 停 止 、 上 皮 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス の 加 速 、 瘢 痕 組 織 に よ る 置 換 の あ
と の 壊 死 に よ る 上 皮 細 胞 の 破 壊 で あ る 。 皮 脂 腺 及 び 他 の 因 子 に ば ら つ き が あ る た め 、 １ ま
た は 複 数 の こ れ ら の 効 果 が 所 定 の 治 療 の 際 に 様 々 な 皮 脂 腺 で 起 こ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の 源 は 、 Ｐ Ｃ パ ル ス 及 び Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス の 源 と 同 じ で も 別 で も 良 い 。 源 が
同 じ 場 合 、 別 の 光 源 、 好 ま し く は 別 の フ ィ ル タ リ ン グ を 用 い て 、 所 望 の ス ペ ク ト ル 特 性 を
達 成 す る 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 広 帯 域 パ ル ス ラ ン プ （ ア ー ク 放 電 、 ハ ロ ゲ ン 、 ま た は 白
熱 灯 な ど ） を 用 い る 。 よ り 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ を 色 温 度 が １ ， ０ ０ ０ Ｋ
～ ４ ， ０ ０ ０ Ｋ の 範 囲 の Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の 光 源 と し て 用 い る 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 光 源
の 出 力 を 別 に フ ィ ル タ リ ン グ す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 パ ル ス が 伝 達 さ れ る 順 序 と 、 Ｐ Ｃ パ ル ス 、 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス 、 及 び Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス で の 治 療
の 時 間 間 隔 は そ れ ほ ど 重 要 で は な い （ 例 え ば 、 パ ル ス の 時 間 間 隔 は １ ０ ０ ミ リ 秒 か ら 数 時
間 と す る こ と が で き る ） 。 し か し な が ら 、 光 力 学 治 療 及 び 光 熱 治 療 の そ れ ぞ れ の パ ル ス が
実 質 的 に 別 々 で あ る た め 、 時 間 間 隔 は 更 に 長 く す る こ と が で き 、 現 在 は 好 適 で は な い が 数
日 に も で き る で あ ろ う 。 そ れ ぞ れ の 種 類 で 複 数 の パ ル ス を 伝 達 し て 治 療 の 効 果 を 挙 げ る こ
と が で き る 。 単 一 パ ル ス と 同 様 に 、 パ ル ス の 順 序 及 び パ ル ス の 時 間 間 隔 は そ れ ほ ど 重 要 で
は な い が 、 パ ル ス 数 、 そ の 順 序 、 及 び 時 間 間 隔 が パ ル ス の 継 続 時 間 及 び 放 射 露 光 に 影 響 を
与 え 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 通 常 は Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の 際 に 表 面 を 冷 却 し て 、 不 所 望 の 表 皮 及 び 真 皮 の 熱 損 傷 を 防 止 し
、 毛 胞 の 細 胞 及 び ／ ま た は 皮 脂 腺 の 制 御 下 の 熱 破 壊 の た め の 最 適 な 条 件 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 で は 、 １ ま た は 複 数 の パ ル ス の 間 に 、 よ り 正 確 な 温 度 管 理 の た め
に 音 響 エ ネ ル ギ ー 、 無 線 周 波 エ ネ ル ギ ー 、 ま た は マ イ ク ロ 波 エ ネ ル ギ ー を 用 い る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 こ の パ ル ス の Ｐ Ｃ ‐ Ｈ 部 分 に 加 え て 或 い は 代 わ り に 、 Ｐ Ｃ パ ル ス の 間 に こ
の よ う な 供 給 源 を 用 い て 、 標 的 組 織 を 所 望 の 温 度 範 囲 ま で 加 熱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 し た ３ つ 全 て の パ ル ス の 使 用 が 、 ア ク ネ を 含 む 毛 胞 の あ る 種 の 障 害 の 治 療 に 有 利 で
あ る が 、 ３ つ の パ ル ス の 任 意 の １ つ 、 特 に Ｐ Ｃ パ ル ス 、 ま た は ３ つ の パ ル ス の 任 意 の ２ つ
以 上 の 組 合 せ を 用 い て も 有 利 な 結 果 を 得 る こ と が で き る 。 冷 却 、 圧 力 、 及 び ／ ま た は 有 利
な 温 度 範 囲 で の 毛 胞 組 織 に 対 す る 処 置 に よ っ て 強 化 さ れ る Ｐ Ｃ パ ル ス の 使 用 に よ り 、 他 の
パ ル ス を 使 用 し な く て も 細 菌 を 大 幅 に 低 減 ま た は 根 絶 で き る 。 同 様 に 、 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス に
よ っ て 「 熱 シ ェ ル 」 を 標 的 に す る こ と に よ り 、 皮 脂 生 成 及 び ／ ま た は 面 皰 形 成 が 低 減 ／ 防
止 さ れ 、 従 っ て ア ク ネ の 治 療 に お け る こ の パ ル ス の 効 果 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 様 々 な 別 の シ ス テ ム 及 び 装 置 を 本 発 明 の 開 示 の 実 施 に 利 用 す る こ と が で き る 。 図 ７ ‐ 図
９ に 模 式 的 に 例 示 さ れ て い る 、 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る の に 好 適 な 装 置 の 例 示 的 な 実 施 形
態 を 後 述 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ７ に は 、 ２ 、 ３ の ア ク ネ 病 巣 ま た は 唯 １ つ の 病 巣 を 含 む 小 さ な 標 的 部 位 ７ ０ （ 例 え ば
、 直 径 が 数 ｃ ｍ ま で ） の 治 療 に 用 い る こ と が で き る 装 置 ７ ０ ０ が 模 式 的 に 例 示 さ れ て い る
。 例 え ば 、 装 置 ７ ０ ０ は 、 一 晩 で の 迅 速 な 炎 症 性 ア ク ネ の 治 療 や 炎 症 の 緩 和 に 用 い る こ と
が で き る 。 例 示 的 な 装 置 ７ ０ ０ は 、 リ フ レ ク タ ７ ２ 内 に 配 置 さ れ た 光 源 ７ １ （ 好 ま し く は
ハ ロ ゲ ン ま た は ア ー ク ラ ン プ ） を 含 む 。 リ フ レ ク タ ７ ２ は 、 光 源 ７ １ で 生 成 さ れ た 光 を フ
ィ ル タ ー ７ ３ に 向 け る 。 フ ィ ル タ ー ７ ３ は 、 例 え ば 上 記 し た Ｐ Ｃ パ ル ス 、 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス 、
ま た は Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の 何 れ か に 一 致 す る 出 力 光 の 様 々 な ス ペ ク ト ル 成 分 を 得 る よ う に 選
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択 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 光 源 は 、 Ｐ Ｃ 、 Ｐ Ｔ Ｖ 、 ま た は Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ で の 治 療
用 の 光 を 生 成 す る た め に 用 い る こ と が で き 、 通 常 は 最 大 エ ネ ル ギ ー が ６ ０ ０ ｎ ｍ ～ ２ ０ ０
０ ｎ ｍ の ス ペ ク ト ル を 有 す る ハ ロ ゲ ン ラ ン プ と す る こ と が で き る 。 透 明 要 素 ７ ４ が 、 フ ィ
ル タ ー ７ ３ を 冷 却 し 、 場 合 に よ っ て は 、 フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 放 射 線 の 更 な る ビ ー ム の 整
形 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 装 置 ７ ０ ０ は 更 に 、 Ｐ Ｃ パ ル ス 及 び ／ ま た は Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス を 生 成 で き る 発 光 ダ イ オ ー ド
を 含 む 。 更 に 、 出 力 窓 ７ ６ が 、 照 射 さ れ る 皮 膚 部 分 を 光 学 的 に 結 合 し 、 場 合 に よ っ て は 、
そ の 皮 膚 部 分 を 冷 却 す る こ と も で き る 。 窓 ７ ６ は 、 氷 ま た は ワ ッ ク ス な ど の 相 変 化 物 質 を
利 用 す る 、 取 付 け ら れ た 加 熱 ／ 冷 却 コ ン デ ン サ （ 不 図 示 ） に よ っ て 冷 却 す る こ と が で き る
。 別 法 で は 、 窓 ７ ６ は 、 循 環 水 に よ っ て 、 ま た は そ の 窓 及 び ／ ま た は 皮 膚 に 相 変 化 物 質 （
例 え ば 、 フ レ オ ン ） を ス プ レ ー す る 機 構 に よ っ て 冷 却 す る こ と が で き る 。 治 療 プ ロ ト コ ル
の 際 に 皮 膚 表 面 に 制 御 さ れ た 圧 力 を 維 持 す る べ く 、 圧 力 誘 導 要 素 ７ １ ２ を 利 用 し て 窓 ７ ６
を ば ね 付 勢 す る こ と が で き る 。 一 般 に 、 様 々 な 冷 却 法 を 用 い て 、 窓 ７ ６ と 、 場 合 に よ っ て
は 要 素 ７ ４ を 冷 却 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 コ ー ド ７ １ ３ に よ っ て 電 力 が 供 給
さ れ 、 電 子 冷 却 を 利 用 す る 冷 却 ベ ー ス ７ ９ に 窓 ７ ６ を 熱 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 引 き 続 き 図 ７ を 参 照 す る と 、 装 置 は 、 そ の ハ ン ド ル に 配 置 さ れ た 電 源 ７ ７ 、 及 び オ ペ レ
ー タ が 装 置 を 制 御 す る た め の 制 御 パ ネ ル ７ ８ を 含 む 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 装 置 ７ ０ ０ の 様
々 な 構 成 要 素 が ハ ン ド ヘ ル ド ・ エ ル ゴ ノ ミ ッ ク ・ エ ン ク ロ ー ジ ャ ７ １ ０ 内 に 収 容 さ れ て い
る 。 装 置 ７ ０ ０ は 、 好 ま し く は コ ー ド レ ス で あ っ て 、 エ ネ ル ギ ー 蓄 積 の た め に 充 電 バ ッ テ
リ を 利 用 す る 。 例 え ば 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 ベ ー ス ７ ９ は 、 冷 却 装 置 と し て だ け で は な く
充 電 装 置 と し て も 機 能 す る 。 別 法 で は 、 装 置 ７ ０ ０ に 、 電 源 コ ー ド ７ １ で 電 力 を 供 給 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 医 療 従 事 者 が 装 置 ７ ０ ０ を 利 用 し て 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る こ と が で き る 。 別 法 で は 、
本 発 明 の 開 示 に 従 っ た 治 療 計 画 は 、 こ の 装 置 を 用 い て 患 者 自 身 で 実 施 す る こ と が で き る 。
例 え ば 、 光 源 の パ ラ メ ー タ 及 び 治 療 計 画 は 、 標 的 病 巣 の 迅 速 な （ 例 え ば 、 ２ 、 ３ 時 間 以 内
） 回 復 が 達 成 さ れ る よ う に 選 択 す る こ と が で き る 。 例 示 的 な 装 置 ７ ０ ０ は 、 炎 症 性 の 丘 疹
を 透 明 な 窓 ７ ６ に 吸 引 し て 標 的 部 位 に 効 率 的 に 光 を 伝 達 で き る よ う に 吸 引 機 構 （ 不 図 示 ）
を 備 え る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 窓 ７ ６ は 、 治 療 の 度 に 滅 菌 し な く て も 良 い よ
う に 使 い 捨 て で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 例 示 的 な 装 置 ７ ０ ０ は 在 宅 治 療 に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 場 合 、 装 置 は 、 眼
に 対 し て 作 動 し な い よ う に 皮 膚 接 触 セ ン サ な ど の セ ン サ を 備 え る 。 こ の よ う な セ ン サ は 、
機 械 セ ン サ 、 光 学 セ ン サ 、 電 気 セ ン サ 、 ま た は 他 の タ イ プ の セ ン サ と す る こ と が で き る 。
あ る 実 施 形 態 で は 、 セ ン サ は 、 特 殊 な ロ ー シ ョ ン が 標 的 皮 膚 部 分 に 塗 布 さ れ た 場 合 に の み
装 置 が 作 動 す る よ う に デ ザ イ ン さ れ て い る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 こ の 装 置 は 、 こ こ で は 「
ア ク ネ ペ ン 」 と も 呼 び 、 ア ク ネ の 炎 症 を 検 出 す る セ ン サ を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ８ Ａ は 、 例 え ば 患 者 の 顔 全 体 な ど の 大 き な 部 分 を 標 的 に し て 本 発 明 の 治 療 方 法 を 実 施
す る 別 の 装 置 ８ ０ ０ が 模 式 的 に 示 さ れ て い る 。 例 示 的 な 装 置 ８ ０ ０ は 、 患 者 ８ ０ が 顔 を 入
れ る 受 容 部 ８ １ を 含 む 。 受 容 部 ８ １ は 、 例 え ば 光 学 的 に 透 明 な 柔 軟 な 壁 部 を 有 す る エ ン ク
ロ ー ジ ャ と す る こ と が で き る 。 光 学 的 に 透 明 な ク ー ラ ン ト を 、 入 口 ８ ４ 及 び 出 口 ８ ６ を 介
し て エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 を 循 環 さ せ る こ と が で き る 。 受 容 部 ８ １ は 、 複 数 の 光 源 か ら な る マ
ト リ ッ ク ス ８ ３ を 覆 う ス ク リ ー ン ８ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 例 え ば 、 図 ８ Ｂ に 模 式 的 に
例 示 さ れ て い る よ う に 、 マ ト リ ッ ク ス ８ ３ は 、 連 続 的 、 同 時 、 ま た は 選 択 し た パ タ ー ン で
作 動 さ せ る こ と が で き る フ ラ ッ シ ュ ラ ン プ 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ 、 ダ イ オ ー ド レ ー ザ ー 、 ま た
は Ｌ Ｅ Ｄ な ど の ア レ イ 状 の 光 源 と し て 形 成 す る こ と が で き る 。 マ ト リ ッ ク ス ア レ イ ８ ３ の
各 セ ル ８ ７ は 、 １ つ の 光 源 ま た は 複 数 の 光 源 を 含 む 発 光 素 子 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 形 態 で
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は 、 マ ト リ ッ ク ス ８ ３ か ら の 光 を 、 照 射 す る 皮 膚 部 分 を 気 流 で 冷 却 す る ま た は 冷 却 し な い
で 、 空 隙 を 介 し て 治 療 部 位 に 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 再 び 図 ８ Ａ を 参 照 す る と 、 ス ク リ ー ン ８ ２ が 、 染 料 が 添 加 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク な ど の ス
ペ ク ト ル の フ ィ ル タ リ ン グ 機 能 を 有 す る 材 料 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 染 料 は
、 マ ト リ ッ ク ス ８ ３ か ら の 光 を 所 望 の ス ペ ク ト ル を 有 す る 光 に 変 換 す る 蛍 光 染 料 と す る こ
と が で き る 。 後 述 す る 方 法 に よ り 、 各 セ ル か ら 光 化 学 パ ル ス と 光 熱 パ ル ス の 所 望 の 組 合 せ
を 生 成 す る こ と が で き る 。 装 置 ８ ０ ０ は 更 に 、 電 源 、 制 御 電 子 機 器 、 冷 却 機 構 、 及 び 当 分
野 で 周 知 の 他 の 補 助 要 素 を 含 む こ と が で き る エ ン ク ロ ー ジ ャ ８ ５ を 含 む 。 光 源 を 連 続 的 に
作 動 さ せ る 場 合 は 、 電 源 を 小 型 で 軽 量 、 そ し て 安 価 に 有 利 に 製 造 す る こ と が で き る 。 更 に
、 眼 が 傷 つ か な い よ う に す る た め に 保 護 ゴ ー グ ル を 用 い る こ と が で き る 。 更 に 、 装 置 ８ ０
０ は 、 眼 、 唇 、 及 び ／ ま た は 毛 髪 が 光 に 曝 さ れ る の を 自 動 的 に 保 護 す る 機 構 を 備 え る こ と
が で き る 。 例 え ば 、 患 者 の 眼 が シ ー ル ド に よ っ て 保 護 さ れ て い る 場 合 に の み 装 置 が 作 動 す
る よ う に セ ン サ を 利 用 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 ア ク ネ 診 断 セ ン サ （ 例 え ば 、 蛍 光 セ ン
サ ） を 装 置 に 組 み 込 む こ と も で き る 。 例 え ば 、 家 庭 で 装 置 ８ ０ ０ を 用 い て 、 ア ク ネ 予 防 処
置 及 び ／ ま た は ア ク ネ の 治 療 と 肌 を き め 細 か く す る 治 療 の 組 合 せ 治 療 を 含 む ア ク ネ 治 療 を
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ９ Ａ ‐ 図 ９ Ｄ に 、 １ つ の ア プ リ ケ ー タ （ 例 え ば 、 ハ ン ド ピ ー ス ） か ら Ｐ Ｃ パ ル ス 、 Ｐ
Ｔ Ｖ パ ル ス 、 及 び Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ パ ル ス の 所 望 の 組 合 せ を 得 る た め の 具 体 的 な 方 法 が 例 示 さ れ て
い る 。 例 え ば 、 図 ９ Ａ に 、 広 帯 域 光 源 ９ １ １ を 用 い る 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る た め の ア プ
リ ケ ー タ が 模 式 的 に 例 示 さ れ て い る 。 リ フ レ ク タ ９ １ ２ が 、 光 源 ９ １ １ で 生 成 さ れ た 光 を
導 波 管 ９ １ ３ を 介 し て 治 療 部 位 ９ １ ６ に 向 け る 。 一 対 の 異 な る フ ィ ル タ ー ９ １ ４ 及 び ９ １
５ が 、 そ れ ぞ れ リ フ レ ク タ ９ １ ２ に よ っ て 配 向 さ れ た 光 の 一 部 を 捕 捉 し て 、 実 質 的 に 異 な
る ス ペ ク ト ル の 出 力 パ ル ス を 同 時 に 生 成 す る よ う に 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。 両 方 の パ ル ス
を 同 時 に 用 い て 標 的 皮 膚 部 分 に 照 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ９ Ｂ に 、 ア プ リ ケ ー タ の 別 の 実 施 形 態 が 例 示 さ れ て い る 。 こ の ア プ リ ケ ー タ で は 、 フ
ィ ル タ ー ９ ２ １ 及 び ９ ２ ２ が 、 時 間 的 に 分 離 さ れ た パ ル ス を 生 成 す る べ く 光 源 ９ １ １ で 生
成 さ れ る 光 の 経 路 に 連 続 的 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の パ ル ス は そ れ ぞ れ 、 対 応 す る フ ィ
ル タ ー の フ ィ ル タ リ ン グ 特 性 に よ っ て 決 ま る ス ペ ク ト ル を 有 す る 。 従 っ て 、 ス ペ ク ト ル 成
分 の 異 な る パ ル ス を 、 フ ィ ル タ ー の 切 替 え 及 び ／ ま た は 光 路 に 対 す る フ ィ ル タ ー の 出 し 入
れ に よ っ て 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ９ Ｃ に 、 本 発 明 の 実 施 に 用 い る の に 適 し た 別 の ア プ リ ケ ー タ が 例 示 さ れ て い る 。 こ の
ア プ リ ケ ー タ で は 、 可 能 で あ れ ば 異 な る ２ つ の 広 帯 域 放 射 線 源 ９ ３ １ 及 び ９ ３ ２ が 、 異 な
っ た ス ペ ク ト ル 成 分 を も つ パ ル ス を 生 成 す る た め に 実 質 的 に 異 な っ た ２ つ の フ ィ ル タ ー ９
３ ３ 及 び ９ ３ ２ と 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ９ Ｄ に 、 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る た め の ア プ リ ケ ー タ の 更 に 別 の 実 施 形 態 が 模 式 的 に
例 示 さ れ て い る 。 こ の ア プ リ ケ ー タ は 、 所 望 の 波 長 成 分 を 有 す る コ ヒ ー レ ン ト 光 ９ ５ ３ を
生 成 す る た め に 広 帯 域 光 源 ９ ５ １ に よ っ て ポ ン ピ ン グ さ れ る レ ー ザ ー 媒 体 ９ ５ ２ を 含 む 。
レ ー ザ ー 機 構 ９ ５ ３ の 対 向 す る ２ の 面 を 少 な く と も 部 分 的 に 反 射 す る 材 料 で コ ー テ ィ ン グ
し て レ ー ザ ー キ ャ ビ テ ィ を 形 成 す る こ と が で き る 。 レ ー ザ ー 媒 体 ９ ５ ２ が 、 広 帯 域 光 源 ９
５ １ （ 例 え ば 、 Ｐ Ｃ パ ル ス 生 成 用 ） の 出 力 光 を 所 望 に フ ィ ル タ リ ン グ す る ス ペ ク ト ル フ ィ
ル タ ー と し て 機 能 し 得 る 。 必 要 に 応 じ て 、 別 の フ ィ ル タ ー も 利 用 す る こ と が で き る 。 従 っ
て 、 コ ヒ ー レ ン ト な 放 射 線 が 、 レ ー ザ ー 媒 体 の 性 質 に よ っ て Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス ま た は Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ
パ ル ス と し て 機 能 し 得 る 。 当 分 野 で 周 知 の 光 学 系 を 用 い て 、 放 射 線 ９ ５ ３ を 治 療 部 位 に 向
け る こ と が で き る 。 更 に 、 非 線 形 の 有 機 結 晶 ま た は 無 機 結 晶 を 用 い て 、 レ ー ザ ー 媒 体 に よ
っ て 生 成 さ れ る 光 を 周 波 数 変 換 し て 、 装 置 か ら 放 射 さ れ る ス ペ ク ト ル の 範 囲 を 拡 大 す る こ
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と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　
　 上 記 し た 方 法 は 現 在 好 適 で あ る が 、 染 料 を 毛 胞 に 適 用 す る こ と を 含 む 従 来 技 術 の 改 善 も
本 発 明 の 一 部 で あ る 。 従 来 技 術 で は 、 正 常 な 毛 胞 を 標 的 に し 、 染 料 が 毛 髪 の 周 囲 に 移 動 す
る た め 、 ア ク ネ 治 療 に お け る 損 傷 ま た は 破 壊 の 第 １ の 標 的 で あ る 漏 斗 下 部 及 び 皮 脂 腺 の 上
皮 に 到 達 す る 染 料 の 量 が 制 限 さ れ る 。 こ れ と は 対 称 的 に 、 ア ク ネ 治 療 の 第 １ の 標 的 で あ る
萎 縮 毛 胞 は 、 皮 脂 管 の 上 に 毛 髪 が な く 、 正 常 な 毛 胞 よ り も 漏 斗 の 管 が 通 常 は 大 き い 。 ア ク
ネ 治 療 の 第 ２ の 標 的 で あ る 産 毛 毛 胞 も ま た 、 漏 斗 に 殆 ど 毛 髪 が な い 。 従 っ て 、 こ の よ う な
毛 胞 、 特 に 漏 斗 、 そ の 漏 斗 下 部 、 皮 脂 腺 、 及 び 皮 脂 管 に 、 他 の 種 類 の 毛 胞 に 比 べ て よ り 多
く の 染 料 を 苦 痛 な 脱 毛 を 伴 わ ず に 導 入 す る こ と が 可 能 で あ る 。 漏 斗 下 部 の 上 皮 内 層 の 損 傷
ま た は 破 壊 は 、 面 皰 の 形 成 を 抑 制 し 、 こ れ に よ り 皮 脂 線 を 破 壊 せ ず に ア ク ネ を 除 去 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ を 実 施 す る に は 、 少 な く と も 毛 胞 の 漏 斗 か ら 皮 脂 を 初 め に 機 械 的 に 除 去 す る の が 好
ま し い 。 こ れ は 、 治 療 す る 毛 髪 近 傍 の 皮 膚 を 押 圧 し て 皮 脂 を 押 し 出 し て 、 ま た は 吸 引 な ど
の 他 の 方 法 で 皮 脂 を 除 去 し て 達 成 で き る 。 皮 脂 は ま た 、 例 え ば 、 皮 脂 と 結 合 し て 除 去 ／ 洗
浄 が 容 易 な 物 質 を 形 成 す る 好 適 な 局 所 組 成 物 を 治 療 部 位 に 塗 布 し て 化 学 的 に 除 去 す る こ と
も で き る 。 上 記 方 法 及 び 他 の 機 械 的 洗 浄 方 法 が 当 分 野 で 良 く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 い で 、 治 療 部 位 に お け る 身 体 の 構 成 要 素 ／ 皮 膚 と は 実 質 的 に 異 な る 吸 収 ス ペ ク ト ル を
有 す る 物 質 を 治 療 部 位 に 塗 布 す る 。 様 々 な 染 料 を 開 い た 管 に 充 填 す る こ と が で き る が 、 こ
の よ う な 染 料 は 、 例 え ば 、 食 品 染 料 、 染 料 、 ま た は 毛 髪 染 料 に 用 い る 組 成 物 な ど の 毒 性 が
低 い 生 体 適 合 性 染 料 で な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な 毛 髪 染 料 の 例 と し て 、 Grecian-5,5-
minute Color Gel (Grecian Formula 16, 米 国 、 COMBE Inc., Dist.)、 Feria 21 (L'OREA
L, パ リ )、 Feria 23 (L'OREAL, パ リ )、 Excellence Creme 3 (L'OREAL, パ リ )、 Preferen
ce 3 (L'OREAL, パ リ )、 Just for men (米 国 、 COMBE Inc., Dist.)、 Nice'n Easy 3 (米
国 、 ク レ イ ロ ー ル )、 Hydrience 3 (米 国 、 ク レ イ ロ ー ル )、 Lasting Color 2 (米 国 、 ク レ
イ ロ ー ル )、 Loving Care, Color Creme (米 国 、 ク レ イ ロ ー ル )、 KMn0 4 、 C 6 H 4 (NH 2 ) 2 2HCI 
+ H 2 0 2 、 Strong tea + FeCl 3 、 Universal black dye、 TU 2389-0-001-27520934-94 (ロ シ
ア )、 Gamma, TU 10-04-16-154-89 (ロ シ ア )、 Henna/Basma-natural dye, TU 9158-014- 0
033-5018-93 (ロ シ ア )、 Indian ink, TU 6-15-458-86 (ロ シ ア )、 Indian ink with casei
n、 TU 6-15-458-86 (ロ シ ア )、 Chromogene black T (ロ シ ア )、 "Contrast", TU-6-36-020
4187-577-0-89 (ロ シ ア )、 Aniline black dye, TU 6-360204187-466-90, Ursol, Effect 
of Nature or dyes、 及 び 刺 青 に 用 い ら れ る 組 成 物 を 挙 げ る こ と が で き る 。 強 い プ ラ ス モ
ン 共 鳴 効 果 を 有 す る Ａ ｕ 、 Ａ ｇ 、 Ｃ ｕ 、 Ｐ ｔ 、 チ タ ン 系 の 化 合 物 な ど の 小 さ な 金 属 粒 子 （
１ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ ） を 用 意 す る こ と も で き る 。 別 法 で は 、 フ ラ ー レ ン 、 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー
ブ 、 ま た は 金 属 コ ー テ ィ ン グ 誘 電 体 粒 子 を 用 い る こ と が で き る 。 一 重 項 酸 素 を 有 す る 任 意
の 他 の 生 体 適 合 性 ナ ノ 粒 子 ま た は ア ク テ ィ ブ で ラ ジ カ ル な 光 生 成 を 用 い る こ と が で き る 。
磁 性 粒 子 ま た は 導 電 性 粒 子 も 用 い る こ と が で き 、 磁 界 ま た は 電 界 を 用 い て こ の よ う な 粒 子
を 開 い た 管 及 び 毛 胞 の 脂 腺 に 導 入 す る こ と が で き る 。 標 的 毛 胞 の 大 き な 管 は 、 あ る 種 の 従
来 技 術 で 用 い ら れ る 粘 度 よ り も 高 い 粘 度 の 物 質 を 用 い て 毛 胞 内 に お け る 染 料 の 維 持 を 改 善
で き る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 ３ の ス テ ッ プ で は 、 前 の ス テ ッ プ で 塗 布 さ れ た 物 質 に よ っ て 優 先 的 に 吸 収 さ れ る １ ま
た は 複 数 の 波 長 を 有 す る 光 を 治 療 部 位 に 照 射 す る 。 こ の 光 の 波 長 は 、 上 皮 を 保 護 す る た め
に メ ラ ニ ン に は そ れ 程 吸 収 さ れ ず 、 毛 胞 の 外 側 の 組 織 の 損 傷 を 最 小 限 に す る べ く 水 に そ れ
程 吸 収 さ れ な い の が 好 ま し い 。 用 い る 周 波 数 は 利 用 す る 染 料 に よ っ て 異 な る が 、 上 皮 の 損
傷 を 最 小 限 に す る に は 、 好 ま し く は ６ ０ ０ ｎ ｍ ～ １ ２ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 よ り 好 ま し く は ８
０ ０ ｎ ｍ ～ １ ２ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る 。 使 用 す る 電 力 ／ エ ネ ル ギ ー は 、 塗 布 す る 物 質 が 分
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解 さ れ る 或 い は 照 射 さ れ た 放 射 線 を 効 果 的 に 吸 収 で き な く な る 閾 値 よ り も 低 く す べ き で あ
る 。 照 射 す る 光 パ ル ス の 継 続 時 間 は 、 漏 斗 下 部 の 上 皮 及 び ／ ま た は 他 の 不 所 望 の 毛 胞 部 分
を 凝 固 ま た は 他 の 方 法 で 熱 破 壊 す る の に 十 分 な 長 さ と す べ き で あ る 。 こ の 動 作 に よ り 、 皮
脂 腺 も 収 縮 し 得 る 。 発 色 団 ／ 染 料 を 水 が 蒸 発 し な い 約 １ ０ ０ ℃ に す る の に 好 適 な 放 射 露 光
量 は 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 で あ り 、 パ ル ス の 継 続 時 間 は １ ミ リ 秒 ～ ５ 秒 、 好
ま し く は １ ０ ミ リ 秒 ～ １ 秒 、 最 も 好 ま し く は １ ０ ０ ミ リ 秒 ～ ０ ． ５ 秒 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 高 出 力 の 振 動 磁 界 ま た は 電 界 （ 無 線 周 波 ま た は マ イ ク ロ 波 ） ま た は 光 を 用 い て も 、 磁 性
粒 子 ま た は 電 気 粒 子 及 び 周 囲 の 漏 斗 及 び 毛 胞 皮 脂 腺 を 加 熱 す る こ と が で き る 。 単 極 電 極 を
用 い て 漏 斗 及 び 皮 脂 腺 を 治 療 す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 毛 胞 皮 脂 単 位 を 、 事
前 の ス テ ッ プ で 導 電 性 の 高 い ロ ー シ ョ ン で 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 し た よ う に 、 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も 一 部 の 光 エ ネ ル ギ ー パ ル ス の 照 射 と
共 に 患 者 の 皮 膚 に 圧 力 を 加 え 、 か つ ／ ま た は そ の 皮 膚 を 冷 却 す る の が 望 ま し い た め 、 供 給
ヘ ッ ド は 、 例 え ば 当 分 野 で 周 知 の 好 適 な 接 触 ヘ ッ ド の １ つ で あ る 接 触 ヘ ッ ド と す る の が 好
ま し い 。 当 分 野 で 周 知 の 複 数 の 好 適 な 冷 却 技 術 を 用 い て 患 者 の 皮 膚 を 冷 却 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 従 っ て 、 多 数 の 実 施 形 態 を 用 い て 本 発 明 を 説 明 し て き た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 添 付 の 特
許 請 求 の 範 囲 に よ っ て の み 規 定 さ れ る 本 発 明 の 概 念 及 び 範 囲 内 で 、 形 態 及 び 細 部 に お け る
前 記 し た 変 更 及 び 他 の 変 更 を 行 う こ と が で き る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 １ Ａ 】 一 般 的 な ポ ル フ ィ リ ン の 吸 収 ス ペ ク ト ル を 例 示 す る グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 皮 膚 の 主 な 発 色 団 の 吸 収 ス ペ ク ト ル を 例 示 す る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】 毛 胞 及 び 本 発 明 の 開 示 に 従 っ た 治 療 方 法 の 模 式 的 な 表 現 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 標 的 深 さ を １ ． ２ μ ｍ と し た 場 合 の 、 ２ つ の 例 示 的 な 光 源 （ す な わ ち 、 メ タ ル ハ
ラ イ ド と Ｘ ｅ フ ラ ッ シ ュ ラ ン プ ） の 光 化 学 機 構 の 動 作 に 関 連 し た 計 算 動 作 ス ペ ク ト ル を 例
示 す る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 光 化 学 （ Ｐ Ｃ ） パ ル ス に つ い て の 、 患 者 の 皮 膚 の タ イ プ に 対 す る 放 射 量 及 び パ ル
ス 幅 の 例 示 的 な 依 存 関 係 を 例 示 す る チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 光 熱 ‐ 可 視 （ Ｐ Ｔ Ｖ ） パ ル ス に つ い て の 、 患 者 の 皮 膚 の タ イ プ に 対 す る 放 射 量 及
び パ ル ス 幅 の 例 示 的 な 依 存 関 係 を 例 示 す る チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 光 熱 ‐ 放 射 線 （ Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ ） パ ル ス に つ い て の 、 図 ２ の Ａ ‐ Ａ 断 面 に お け る 吸 収 さ
れ た 光 エ ネ ル ギ ー の 分 布 を 例 示 す る グ ラ ブ で あ る 。
【 図 ７ 】 ア ク ネ 治 療 の た め に 小 さ な 皮 膚 部 分 を 標 的 に す る 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 っ た 装
置 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 ア ク ネ 治 療 の た め に 大 き な 皮 膚 部 分 （ 例 え ば 、 顔 全 体 ） を 標 的 に す る 本 発 明 の
別 の 実 施 形 態 に 従 っ た 装 置 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 ８ Ａ の 装 置 に 用 い ら れ る マ ト リ ッ ク ス ア レ イ 状 の 光 源 の 模 式 的 な 表 現 図 で あ
る 。
【 図 ９ Ａ 】 異 な る ス ペ ク ト ル 特 性 を 有 す る ２ つ の パ ル ス が 、 １ つ の 広 帯 域 光 源 に よ っ て 生
成 さ れ た 光 の 選 択 的 な フ ィ ル タ リ ン グ に よ っ て 同 時 に 得 ら れ る 、 本 発 明 の 開 示 に 従 っ た ア
ク ネ 治 療 装 置 の 模 式 的 な 線 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 ス ペ ク ト ル が 異 な る ２ つ の パ ル ス が 、 １ つ の 広 帯 域 光 源 に よ っ て 生 成 さ れ た 光
か ら 連 続 的 に 得 ら れ る 、 本 発 明 の 開 示 に 従 っ た 別 の ア ク ネ 治 療 装 置 の 模 式 的 な 線 図 で あ る
。
【 図 ９ Ｃ 】 ス ペ ク ト ル が 異 な る ２ つ の パ ル ス が 、 ２ つ の 広 帯 域 光 源 に よ っ て 同 時 ま た は 連
続 的 に 生 成 さ れ る 光 を 用 い て 得 ら れ る 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 従 っ た ア ク ネ 治 療 装 置 の
模 式 的 な 線 図 で あ る 。
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【 図 ９ Ｄ 】 ス ペ ク ト ル が 異 な る ２ つ の パ ル ス が 、 広 帯 域 光 源 と そ の 広 帯 域 光 源 に よ っ て ポ
ン ピ ン グ さ れ る レ ー ザ ー 源 の 組 合 せ か ら 得 ら れ る 、 本 発 明 の 開 示 に 従 っ た 更 に 別 の ア ク ネ
治 療 装 置 の 模 式 的 な 線 図 で あ る 。

【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 25日 (2005.2.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 毛 胞 を 治 療 す る た め の 皮 膚 用 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る 光 化 学 （ Ｐ Ｃ ）
電 磁 放 射 線 の 少 な く と も １ つ の パ ル ス で 皮 膚 の 一 部 を 照 射 し て 、 少 な く と も １ つ の 毛 胞 の
治 療 部 位 を 前 記 光 化 学 電 磁 放 射 線 に 曝 す た め の 光 化 学 電 磁 放 射 線 の 生 成 源 で あ っ て 、 前 記
パ ル ス が 約 ２ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ５ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る 、 前 記 光 化 学 電
磁 放 射 線 の 生 成 源 と 、
　 前 記 治 療 部 位 の 少 な く と も 一 部 を 加 熱 す る た め に 、 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 範
囲 の １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る 光 熱 赤 外 線 （ Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ ） 放 射 線 の 生 成 源 と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 の 前 記 照 射 中 に 前 記 皮 膚 の 少 な く と も 一 部 を 冷 却 す る た め の 冷 却 要
素 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 更 に 、 前 記 照 射 さ れ た 皮 膚 部 分 に 結 合 し て そ こ に 圧 力 を 加 え る こ と が で き る 接 触 機 構 を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
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　 前 記 接 触 機 構 が 、 約 １ ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 １ ０ ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 圧 力 を 加 え る よ う に 適
合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 シ ス テ ム が 更 に 、
　 広 域 ス ペ ク ト ル を 有 す る 放 射 線 を 生 成 す る ラ ン プ と 、
　 前 記 光 化 学 放 射 線 生 成 源 と し て の ス ペ ク ト ル 成 分 及 び 前 記 光 熱 放 射 線 生 成 源 と し て の 別
の ス ペ ク ト ル 成 分 を 前 記 広 域 ス ペ ク ト ル か ら 選 択 す る た め に 前 記 ラ ン プ に 光 学 的 に 結 合 さ
れ た 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ ー と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ ー が 、 異 な っ た ス ペ ク ト ル 特 性 を 有 す る 時 間 的 に 分 離 し
た ２ つ の パ ル ス を 生 成 す る べ く 前 記 広 帯 域 放 射 線 源 に 連 続 的 に 光 学 的 に 結 合 す る よ う に 構
成 さ れ た 一 対 の 異 な っ た フ ィ ル タ ー を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ ー が 、 ス ペ ク ト ル が 異 な る ２ つ パ ル ス を 生 成 す る べ く 前
記 広 帯 域 放 射 線 源 に 同 時 に 光 学 的 に 結 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 一 対 の 異 な っ た フ ィ ル タ ー
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 皮 膚 用 シ ス テ ム が 更 に 、
　 ハ ン ド ル 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ を 備 え た ハ ン ド ヘ ル ド ハ ウ ジ ン グ を 含 み 、
　 光 化 学 電 磁 放 射 線 の 少 な く と も １ つ の パ ル ス で 皮 膚 の 一 部 を 照 射 し て 少 な く と も １ つ の
毛 胞 の 治 療 部 位 を 前 記 光 化 学 電 磁 放 射 線 に 曝 す た め の 少 な く と も １ つ の 前 記 光 化 学 電 磁 放
射 線 の 生 成 源 、 及 び 少 な く と も １ つ の 前 記 光 熱 放 射 線 の 生 成 源 が 、 前 記 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内
に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 更 に 、 充 電 可 能 な エ ネ ル ギ ー 源 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 光 化 学 放 射 線 源 が Ｌ Ｅ Ｄ ま た は ア レ イ 状 の Ｌ Ｅ Ｄ の 何 れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 光 熱 放 射 線 源 が ハ ロ ゲ ン ラ ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 更 に 、 透 明 な 窓 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 の 照 射 の 際 に 前 記 皮 膚 の 少 な く と も 一 部 を 冷 却 す る た め の 冷 却 要 素
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 更 に 、 前 記 照 射 さ れ る 皮 膚 部 分 に 結 合 し て そ こ に 圧 力 を 加 え る こ と が で き る 接 触 機 構 を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 皮 膚 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 更 に 、 患 者 の 体 の 露 出 し た 皮 膚 部 分 を 受 容 す る 受 容 部 を 含 み 、
　 前 記 各 生 成 源 が 、 前 記 皮 膚 を 放 射 線 に 曝 す た め の ア レ イ 状 の 光 要 素 と し て 前 記 受 容 部 内
に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 各 光 要 素 が 、 Ｐ Ｃ 、 Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ 、 及 び Ｐ Ｔ Ｖ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も ２
つ の 光 線 治 療 を 施 す よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 皮 膚 用 装 置
。
【 請 求 項 １ ６ 】
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　 更 に 、 ハ ン ド ル 及 び エ ン ク ロ ー ジ ャ を 備 え た ハ ウ ジ ン グ を 含 み 、
　 前 記 各 生 成 源 が 前 記 エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 各 生 成 源 の 少 な く と も 一
方 が 、
　 　 広 帯 域 ス ペ ク ト ル を 有 す る 放 射 線 を 生 成 す る ハ ロ ゲ ン ラ ン プ と 、
　 　 Ｐ Ｃ パ ル ス 、 Ｐ Ｔ Ｖ パ ル ス 、 ま た は Ｐ Ｔ Ｉ Ｒ マ ル ス の 少 な く と も １ つ に 一 致 す る 少 な
く と も １ つ の 波 長 範 囲 を 前 記 広 帯 域 ス ペ ク ト ル か ら 選 択 す る た め に 前 記 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ に
光 学 的 に 結 合 さ れ た １ ま た は 複 数 の フ ィ ル タ ー と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 皮 膚 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ア ク ネ の 治 療 方 法 で あ っ て 、
　 皮 膚 表 面 の 一 部 を 電 磁 放 射 線 の 少 な く と も １ つ の パ ル ス で 照 射 し て 皮 膚 治 療 部 位 を 前 記
電 磁 放 射 線 に 曝 す ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 放 射 線 が 前 記 皮 膚 部 分 の ア ク ネ の 症 状 を 改 善 す
る の に 適 し た 少 な く と も １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る 、 前 記 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 放 射 線 パ ル ス の 照 射 前 及 び ／ ま た は そ の 最 中 に 、 前 記 治 療 部 位 の 温 度 を 約 ３ ８ ℃ ～
約 ４ ５ ℃ の 範 囲 に 維 持 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 更 に 、 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 放 射 線 パ ル ス
を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 更 に 、 前 記 照 射 さ れ た 皮 膚 部 分 に 局 所 組 成 物 を 適 用 し て 前 記 放 射 線 パ ル ス の 効 果 を 高 め
る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 更 に 、 光 感 作 物 質 ま た は 少 な く と も 部 分 的 に 前 記 放 射 線 を 吸 収 す る 粒 子 の 何 れ か と な る
よ う に 前 記 局 所 組 成 物 を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 約 ４ ８ ０ ｎ ｍ ～ ５ １ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 及 び 約 ６ ０ ０ ｎ
ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 少 な く と も 任 意 の １ つ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 放 射
線 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 治 療 部 位 で 光 感 作 物 質 に よ っ て 吸 収 さ れ る １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に
前 記 放 射 線 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 治 療 部 位 が 、 少 な く と も １ つ の 毛 胞 の 皮 脂 腺 、 皮 脂 管 、 及 び ／ ま た は 漏 斗 下 部 の 何
れ か を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 治 療 部 位 の 温 度 を 維 持 す る 前 記 ス テ ッ プ が 前 記 治 療 部 位 を 加 熱 す る ス テ ッ プ を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 を 加 熱 す る の に 適 し た １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 含 む よ う に 前 記 放
射 線 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 治 療 部 位 を 加 熱 す る の に 適 し た 前 記 波 長 成 分 が 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 範
囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 治 療 部 位 の 温 度 を 維 持 す る 前 記 ス テ ッ プ が 前 記 照 射 し た 皮 膚 部 分 を 冷 却 し な が ら 前
記 治 療 部 位 を 加 熱 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 更 に 、 前 記 電 磁 放 射 線 の 第 １ の パ ル ス 及 び 第 ２ の パ ル ス を 用 い て 前 記 皮 膚 部 分 を 照 射 す
る ス テ ッ プ を 含 み 、 前 記 第 １ の パ ル ス が 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ４ ３ ０ ｎ ｍ 及 び ４ ８ ０ ｎ ｍ ～ ５
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１ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 し 、 前 記 第 ２ の パ ル ス が 約 ６ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範
囲 の 波 長 成 分 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 １ の パ ル ス 及 び 前 記 第 ２ の パ ル ス の そ れ ぞ れ が 更 に 、 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０
ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ の パ ル ス 及 び 前 記 第 ２ の パ ル ス を 連 続 的 に 照 射 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ の パ ル ス 及 び 前 記 第 ２ の パ ル ス を 同 時 に 照 射 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 更 に 、 前 記 照 射 中 に 前 記 皮 膚 部 分 に 圧 力 を 加 え る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 加 え た 圧 力 に よ り 、 前 記 照 射 さ れ た 皮 膚 部 分 の 光 学 エ ネ ル ギ ー の 減 衰 が 軽 減 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 加 え た 圧 力 に よ り 、 前 記 照 射 さ れ た 皮 膚 部 分 の 表 面 か ら 前 記 治 療 部 位 ま で の 前 記 放
射 線 パ ル ス の 移 動 距 離 が 短 縮 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 更 に 、 約 １ ミ リ 秒 ～ 約 ２ ０ ０ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 す る よ う に 前 記 パ ル ス を
選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 更 に 、 約 ２ ０ ミ リ 秒 ～ 約 １ ０ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 す る よ う に 前 記 パ ル ス を
選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 パ ル ス が 約 ２ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 パ ル ス が 約 ２ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ２ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 を 前 記 電 磁 放 射 線 の 別 の パ ル ス で 照 射 し て 、 毛 胞 の 少 な く と も 一 部
の 上 皮 細 胞 の 温 度 を 約 ４ ３ ℃ ～ 約 ４ ７ ℃ の 範 囲 の 値 ま で 上 昇 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 を 前 記 電 磁 放 射 線 の 別 の パ ル ス で 照 射 し て 、 毛 胞 の 皮 脂 腺 に お け る
皮 脂 の 生 成 を 低 減 し 、 か つ 角 質 化 し た 細 胞 の 増 殖 を 抑 制 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 更 に 、 約 ４ ７ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 別 の パ ル ス を
選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 更 に 、 約 ５ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 別 の パ ル ス を
選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 更 に 、 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前 記 別 の パ ル ス
を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
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　 更 に 、 １ ま た は 複 数 の 毛 胞 の 少 な く と も 一 部 の 上 皮 細 胞 の 温 度 を そ の 細 胞 を 機 能 不 全 に
す る の に 十 分 な 値 ま で 上 昇 さ せ る の に 適 し た 波 長 、 継 続 時 間 、 及 び 放 射 エ ネ ル ギ ー を 有 す
る よ う に 前 記 電 磁 放 射 線 の パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 放 射 線 パ ル ス が 前 記 毛 胞 に 至 る 際 に 通 過 す る 皮 膚 の 少 な く と も 一 部 を 冷 却 す る ス テ
ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 温 度 の 上 昇 に よ り 前 記 上 皮 細 胞 の 分 裂 活 性 が 低 下 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 更 に 、 約 ９ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ８ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 と な る よ う に 前 記 パ ル ス の 波 長 ス ペ ク ト ル
を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 更 に 、 約 １ ０ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 １ ６ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 と な る よ う に 前 記 パ ル ス の 波 長 ス ペ ク ト
ル を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 更 に 、 約 １ ミ リ 秒 ～ 約 １ ０ ０ 秒 の 範 囲 と な る よ う に 前 記 パ ル ス の 継 続 時 間 を 選 択 す る ス
テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 パ ル ス が 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ５ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 放 射 露 光 量 を 供 給 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 温 度 上 昇 に よ り 、 前 記 照 射 さ れ た 上 皮 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス が 加 速 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 温 度 上 昇 に よ り 、 前 記 照 射 さ れ た 上 皮 細 胞 が 壊 死 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 パ ル ス を 前 記 毛 胞 の 皮 脂 腺 の 上 皮 細 胞 に 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 パ ル ス を 前 記 毛 胞 の 漏 斗 下 部 の 上 皮 細 胞 に 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 更 に 、 前 記 治 療 部 位 に お け る １ ま た は 複 数 の 毛 胞 に 血 液 を 供 給 す る １ ま た は 複 数 の 血 管
を 、 そ の 血 管 の 機 能 が 低 下 す る の に 適 し た 波 長 ス ペ ク ト ル 、 継 続 時 間 、 及 び 放 射 エ ネ ル ギ
ー を 有 す る よ う に 前 記 電 磁 放 射 線 の パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 更 に 、 約 ４ ７ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前
記 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 更 に 、 約 ５ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ６ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の １ ま た は 複 数 の 波 長 成 分 を 有 す る よ う に 前
記 パ ル ス を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 更 に 、 約 ０ ． １ ミ リ 秒 ～ 約 １ ０ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 す る よ う に 前 記 パ ル ス
を 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 更 に 、 約 １ ミ リ 秒 ～ １ ０ ０ ミ リ 秒 の 範 囲 の 継 続 時 間 を 有 す る よ う に 前 記 パ ル ス を 選 択 す
る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
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　 更 に 、 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 総 放 射 露 光 量 を 供 給 す る よ う に 前
記 パ ル ス を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 更 に 、 約 １ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 ～ 約 ５ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ 2 の 範 囲 の 総 放 射 露 光 量 を 供 給 す る よ う に 前 記
パ ル ス を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 更 に 、 前 記 血 管 の 前 記 照 射 中 に 前 記 放 射 線 に 曝 さ れ る 皮 膚 部 分 に 圧 力 を 加 え る ス テ ッ プ
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 方 法 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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